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～学校、家庭、地域、行政が一体となった教育活動の充実に向けて～ 



は じ め に 

 

令和２年度の全国学力・学習状況調査について、国は、新型コロナウイルス感染症

の影響等を考慮し、実施しないこととし、問題冊子等を教育委員会や学校の判断で

有効に活用できるよう配布したところです。 

全道の市町村教育委員会や学校では、これまで、全国学力・学習状況調査等の結

果から子どもたちの状況や学校の取組について客観的に把握し、指導の改善に生か

す取組が継続されています。 

道教委では、令和２年度においても、こうした検証改善サイクルが途切れることのな

いよう、市町村教育委員会や学校の御協力をいただき、質問紙調査の結果を任意で

提供いただいたり、教科に関する調査問題をチャレンジテストに活用したりするなどし

て、全道の状況をフィードバックしてきたところです。 

このほど、これらの分析結果や結果を踏まえた改善策などについて取りまとめまし

たので、市町村教育委員会や学校におかれましては、次年度の教育課程の編成・実

施や授業改善に役立てていただきますようお願いいたします。 

 

北海道教育庁学校教育局義務教育課長 川端 香代子 
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 道教委では、各学校の検証改善サイクルの確立に資するよう「ほっかいどうチャレンジテスト」２学期末問題、小学

校第６学年、中学校第３学年の国語、算数・数学の問題において、令和２年度全国学力・学習状況調査の教科に関する

調査問題を出題し、その結果を取りまとめるとともに、課題のあった設問については、授業改善のためのアイディア例

を作成しました。ここでは、設問毎の全道の正答率、授業アイディア例をはじめ、結果を踏まえた教育課程の改善例を

掲載しています。 

また、全道の各市町村教育委員会や学校から任意で提供のあった令和２年度全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙

調査の結果について、本道の継続した課題である生活習慣・学習習慣に係る設問を中心に取り上げ、「昨年度との比較」

「経年比較による改善状況」によって整理し、掲載しています。 

 本道で取り組まれている「検証改善サイクルの確立」「小学校と中学校が連携した取組の充実」「望ましい学習習慣の

確立」「ＩＣＴを活用した取組の充実」「学力向上に向けた市町村の特色ある取組」に係る具体的な実践事例を掲載して

います。また、今年度の道教委の学力向上に向けた様々な取組も掲載しています。 

 道教委が作成した「ほっかいどうチャレンジテスト」１学期末問題の国語、算数・数学で課題が見られた問題につい

て授業改善を目的としてまとめた授業アイデイア例や、「ほっかいどうチャレンジテスト」２学期末問題の学年毎の設問

別正答率を示した資料を掲載しています。 



⑴ 小学校国語

〔小学校第６学年２学期末問題 問題別集計結果〕
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カ

○ ○ 72.9 3.5

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き②】の中の　　　部ウを、送り仮名に気
を付けて書き直したものとして適切なもの
を選択する（たしかめましょう)

送り仮名に注意して、漢字を文の
中で正しく使う

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き➀】のＡの文を、　　　部と　　　部と
のつながりに気を付けて書き直す

文の中における主語と述語との関
係などに注意して、文を正しく書
く

目的や意図に応じて、文章全体の
構成を考える

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き②】の「プラスチックの３Ｒ週間チャレ
ンジ表」をどのような目的で書いているの
か、適切なものを選択する

表を用いた目的を捉える

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き①】の中の　　　部アを、漢字を使って
書き直す(ひじょうにおどろきました)

学年別配当表に示されている漢字
を文の中で正しく使う
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プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き①】の中の　　　部イを、送り仮名に気
を付けて書き直したものとして適切なもの
を選択する（考えをあらため)

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き①】の　　　に、【本の一部】からプラ
スチックがずっと残ってしまう理由を書く

インスタント食品のよさについての【発表
の様子】の　　　に、取材を通して分かっ
たことを取り上げて書く

目的や意図に応じ、取材内容を基
にして、自分の考えをまとめる

インスタント食品のよさについての取材に
おける、メモの取り方の説明として適切な
ものを選択する

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書
き①】の最初の　　　の内容を、どのよう
に工夫して書いているのか、適切なものを
選択する

目的に応じたメモの取り方を捉え
る

インスタント食品のよさについての取材の
進め方の説明として適切なものを選択する

目的に応じた取材の進め方を捉え
る

事実と意見とを区別して書く
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全
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Ⅰ　令和２年度全国学力・学習状況調査等を活用した取組について

１ 教科に関する調査問題の活用結果と改善例



〔改善の方向性〕
〔思考力、判断力、表現力等〕【Ｂ 書くこと】
○ 事実と感想、意見などを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いた
り詳しく書いたりする授業改善の推進
・事実と感想、意見とを明確に区別して書くためには、文末表現に着目する必要があり
ます。また、本などの資料を引用する場合は、原文に正確に引用することや、引用し
た部分と自分の考えとの関係などを明確にすることなどに注意することが大切です。

〔知識及び技能〕【⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 ○漢字】
○ 漢字を文の中で正しく使う授業改善の推進
・第５学年及び第６学年は、漢字による熟語などの語句の使用が一層増加する時期であ
ることから、文や文章を書く際には、例えば、「収める」、「納める」、「修める」、
「治める」などの同音異義語に注意するなど、漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身
に付くようにすることが重要です。

〈「ほっかいどうチャレンジテスト」小学校第６学年２学期末問題の主な特徴と具体的な設問〉

① 目的や意図に応じ、文章全体の構成や表現を工夫して提案する文章を書くことに課
題がある。

大問二 提案する文章を書く（わたしたちにできる「プラスチックの３Ｒ週間」）

【書くこと】

設問２
事実と意見とを区別して書くことができるかどうかをみる問題（記述式）
【条件】
○ 【本の一部】から言葉や文を取り上げて書くこと。
○ 岩田さんが、何という本から言葉や文を取り上げて書いたのかが分かるように書くこと。
○ 書き出しの言葉に続けて、三十字以上、八十字以内で書くこと。

設問３
表を用いた目的を捉えることができるかどうかをみる問題（選択式）
ア ３Ｒの中で、どのような行動をしている人が多いのかを明らかにするため。

イ ３Ｒをもとにして、学級のみんなが取り組んだことを紹介するため。
ウ ３Ｒを家族で分担し、自分の役割を明確にしてもらうため。

エ ３Ｒを意識して、自分にできることを考え実行してもらうため。

② 学年別配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題がある。

児童が提案文の下書きを読み返すという場面設定の下、ひらがなを漢字に正しく書き直す問題（選択式）

大問二

【言葉の特徴や使い方に関する事項 ○漢字】

設問４イ
「わたしは、便利だからといってプラスチックを当たり
前のように使うという考えをあらため、･･･」という
文章の下線部を正しい漢字に書き直す問題
１ 改らため
２ 改ため
３ 改め

設問４ウ
「…、どのくらい実行できるのかをたしかめましょ
う。」という文章の下線部を正しい漢字に書き直す
問題
１ 確しかめ
２ 確かめ
３ 確め

正答率：全道 70.9%

正答率：全道 46.9%

正答率：全道 82.1%

正答率：全道 77.9%

提案する文章を書く（わたしたちにできる「プラスチックの３Ｒ週間」）



小学校第６学年
国語
二２

【出題の趣旨】
事実と意見とを区別
して書く

北海道
プラスチックの３Ｒ週間を提案する

【下書き➀】の に、【本の一
部】からプラスチックがずっと残ってし
まう理由を書く。

正答率 46.9

無解答率 4.4

授業アイディア例〔小学校国語〕授業アイディア例〔小学校国語〕

岩田さんの文章を通して、提案する文章の構成について話し合う。

最初に「提案の理由」、次に「提案の内容」を書いていま
す。「提案の内容」には、「プラスチックの3R週間」をしよ
うという提案を書いてから、その具体的な行動例を示してい
ます。大まかなことを書いてから、詳しいことを書くという
工夫をすることで、読み手が理解しやすくなると思います。

「提案の理由」の中には、プラスチックごみの「現状・問題点」を書いています。そうする
ことでプラスチックごみを減らすという提案に納得してもらえるようにしていると思います。

これを最初に書くと、プラスチックについてよく知らない人も、プラスチック製品が便利で身
近にあるものだと知ってもらうことができて、分かリやすくなるからではないかと思います。

（ 1 ）構成について

自分にとって身近なものが問題になっているということが最初に分かると、読み手も自分のこととし
て捉えて読み進めることができて、提案を受け入れてもらいやすくなるという効果もあると思います。

書き出しには、読み手に提案しようとすることについての興味や関心をもって読んでもら
えるようなことを書くとよいと思います。例えば、書き手の経験を書いて興味を引くと、読
み手にも自分の経験を思い出しながら文章を読んでもらえるという効果があると思います。

読み手がどういう人なのかを考えたり、どのような効果をねらうのかを考えたりして、文章全体の
構成や書き出しの内容を工夫することが大切なんですね。自分が書くときにも考えてみたいです。

岩田さんは、どのような構成で書いていますか。
教師

Ｆさんが言ったとおり、提案しようとすることについての「現状 · 問題点」はすごく大切
だと思うけれど、なぜ、書き出しに「身近な具体例」を書いているのかがよく分かりません。

Ｃさん

Ｆさん

Ｆさん

Ｅさん

Ｃさん

Ｂさん

Ａさん



「令和2年度全国学力・学習状況調査 使ってよう！学力調査 調査問題活用の参考資料 小学校国語」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より

どのように書くと、提案を受け入れて行動に移してもらえるかを
意識して構成を考えることが重要ですね。

岩田さんの文章の書き方について
何か気付くことはありますか。

現状や問題点など、事実が多く書
かれています。新聞記事や環境省の
ホームページ、本に書かれていた事
実には、とても納得できます。

私もそう思います。「プラス
チックごみを減らしたい」という
考えを支える 事実を挙げているの
で、説得力が増すのだと思います。
そのためにも、事実と自分の考え
とを区別して正確に書かないとい
けないと思います。

事実と感想、意見とを区別して書くことができるようにするために、区別して
書く理由や効果について、児童自身が考えたり、理解したりする学習場面を設定
することが考えられる。また、事実と感想、意見とを明確に区別して書くために
は、文末表現などに注意することが重要である。「～によると」「～を見ると」
「～が分かります。」「～だそうです。」などの言葉の使い方や文末の書き方に
ついて、具体的に理解することが大切である。

「かん境省のホームページ」や「プラスチックのひみつ」など、出典が正確に書いてあります。
そのように書くと、本や資料から調べた事実だということがはっきりと伝わって、読み手にとって
分かりやすくなると思います。それに、出典があることで、信頼性が高まると思います。

そのとおりだと思います。書き方の工夫では、環境省のホームページや、「プラ
スチックのひみつ」の本に書かれていたということが分かるように、「～による
と」という言葉を使ったり、「～そうです。」という文末で書いたりしています。

本や資料の言葉を引用するときには、「 」を使って書くことを習ったけれど、これも事
実と自分の考えとを区別して読み手にとって分かりやすくするためのものなのですね。

事実と自分の感想、意見などとを区別して書くことで、読み手に分かりやすく伝わるだけで
はなく、文章全体の信頼性や説得力が増すことになりますね。また、本や資料に書かれた内容
を使って文章を書くときに、出典や資料名を書いたり、「 」を使ったりすることは、著作権を
守るために必要なことですから、書き手はいつも注意しなければいけません。それに、出典が
正しく書かれていれば、読み手は、その本や資料の内容を確認することができますね。

構成を考える際には、それぞれの段落にどのようなことを書けばよいのか、
どのように配置すると効果的に伝わるのかを考えることが大切である。
提案する文章では、読み手に提案を受け入れてもらえるように書くことが最
も重要であり、そのための構成を考えて書く必要がある。その一つの例として、
読み手の知識や経験などを具体的に想定し、それに応じて書き出しの内容を考
えることが挙げられる。

教師

Ｃさん
Ａさん

Ｆさん

Ｄさん

Ｅさん

教師

教師



⑵ 小学校算数

〔小学校第６学年２学期末問題 問題別集計結果〕
正答率(％) 無解答率(％)
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図
形
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に
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式

短
答
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全
道

全
道

１（１）
5(2)
ア ○ ○ 90.9 0.2

１（２）
2(3)
ア

5(2)
ア ○ ○ 59.6 3.5

１（３）
5(1)
エ ○ ○ 54.5 1.0

１（４）
2(3)
ア

4(1)
5(1)
ア

○ ○ 72.2 0.7

２（１）
5(5)
アイ ○ ○ 77.5 1.7

２（２）

3(6)
ア
5(4)
アイ
5(5)
アイ

○ ○ 49.8 2.1

２（３）

5(4)
アイ
5(5)
アイ

○ ○ 76.8 1.6

２（４）
4(4)
アイ ○ ○ 54.7 7.1

エナメル線のおよその長さを求めるため
に、調べる必要のある数量を選ぶ

示された場面において、全体の大
きさを求めるために、一つ分の大
きさのほかに必要な数量を見いだ
すことができる

１／３＋２／５を計算する
異分母の分数の加法の計算をする
ことができる

１／４Ｌの図を直すわけとしてまとめた文
章に入る数を書く

１Ｌの大きさを表している図を基
に、異分母の分数の加法における
示された二つの図について解釈す
ることができる

１／２＋１／４の計算の仕方を表している
図について、一つ分の大きさが何Ｌである
のかを書く

示された計算の仕方を解釈し、異
分母の分数の加法における単位分
数の大きさを捉えることができる

０.７５＋０.９について、ある数のいくつ
分かを考え、整数のたし算に表して説明す
るときの求め方を書く

示された考えを基に、数の相対的
な大きさを用いて、小数の加法を
整数の加法に直して処理する方法
を記述できる

問題形式

三角柱の底面に貼る紙の枚数と、側面に貼
る紙の枚数を書く

三角柱の底面と側面について理解
している

示された四角柱について、かけ算の式がど
のようなことを表しているのかを書く

底面が正方形の四角形の構成要素
や性質を基に、示された乗法の式
の意味を記述できる

円柱の側面に貼る長方形の紙の横の長さを
示す適切な点を選ぶ

直径、円周、円周率の関係につい
て理解している

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

教科に関する調査問題の活用結果と改善例



〔改善の方向性〕

② 計算の仕方を解釈して検討したり、統合的に考察したりすることに課題がある。

大問２ 計算の仕方の解釈・検討と統合的な考察（分数の加法と小数の加法） 【数と計算】

(2) １／４Ｌの図を直すわけとしてまとめた文
章に入る数を書く問題

１Ｌの大きさを と表すとき、【はなこさんの考え】の中の は、
【ようたさんの考え】の中の のように直さなければいけません。
【はなこさんの考え】の中の を直さなければならないわけを、次

のようにまとめます。

（正答）
㋐…１ ㋑…２

【図形】
◯ 図形と式とを関連付けて説明し合う授業改善の推進
・問題場面をより簡潔・明瞭・的確に捉え、明らかになった式の意味をほかの図形にも適用し、
発展的に考察できるよう、図形と式とを関連付けて説明したり、求め方を式に表したり、数や
式の意味を解釈したりする場面を設定することが大切です。

【数と計算】

◯ 計算の結果を振り返って確かめる活動や加法を統合的に捉える授業改善の推進
・計算結果の妥当性を検討することができるよう、あらかじめ結果の大きさを見積もったり、図
などを用いて結果のおよその大きさを捉えて判断したりする場面を設定することが重要です。
・加法を統合的に捉えることができるよう、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目する
ことで、被加数と加数を同じ数の幾つ分の集まりと捉える場面を設定することが大切です。

① 図形の構成要素や性質を基に考察することに課題がある。

大問１ 図形の構成要素や性質を基にした考察（角柱と円柱の側面） 【図形】

正答率：全道 59.6%

(3) 円柱の側面に貼る長方形の紙の横の長さを示す
適切な点を選ぶ問題

あいりさんたちは、円柱にも紙をはろうとしています。
側面にはる長方形の紙は、横の長さが円柱の底面の円周の長さと等しくな

るように作ります。
側面にはる長方形の紙の横の長さは、点Ａからどの点までの長さですか。

右のアからエまでの中から、最もふさわしいものを１つ選んで、その記号を
書きましょう。

〈「ほっかいどうチャレンジテスト」小学校第６学年２学期末問題の主な特徴と具体的な設問〉

正答率：全道 54.5%

正答率：全道 49.8%

【ようたさんの考え】の中の のように、 ㋐ Ｌを４等分しなけれ
ばいけないのに、【はなこさんの考え】の中の は、 ㋑ Ｌを４等
分しているからです。

(4) 0.75＋0.9について、ある数のいくつ分かを
考え、整数のたし算に表して説明するときの
求め方を書く問題

【はなこさんの説明】

0.75＋0.9について、【はなこさんの説明】と同じように、ある数の
いくつ分かを考え、整数のたし算に表して説明すると、どのようにな
りますか。言葉と式を使って書きましょう。

（正答例）
0.75＋0.9について、0.01のいくつ分かを考えると、75＋90＝165と

いう整数のたし算に表すことができます。0.01が165個分なので、答え
は1.65です。

2.51＋0.36について、0.01のいくつ分かを考えると、251＋36＝287
という整数のたし算に表すことができます。0.01が287個分なので、
答えは2.87です。

正答率：全道 54.7%

(2) 示された四角柱について、かけ算の式がど
のようなことを表しているのかを書く問題

図３の横の長さは、次のように求めることができます。

図２の四角柱について、求め方の中の「５×４」は、どのようなこ
とを表していますか。「５」と「４」が何を表しているのかがわかる
ようにして、言葉や数を使って書きましょう。

（正答例）
５は、底面の１辺の長さが５cmであることを表しています。
４は、底面の１辺の長さが４つ分であることを表しています。
だから、５×４は、底面の１辺の長さ５cmが４つ分あることを表し

ています。



小学校
算数
２(4)

北海道

0.75＋0.9について、ある数のいく
つ分かを考え、整数のたし算に表し
て説明するときの求め方を書く。

正答率 54.7

無解答率 7.1

【出題の趣旨】
示された考えを基に、数の相対的な大

きさを用いて、小数の加法を整数の加法
に直して処理する方法を記述できる。

授業アイディア例〔小学校算数〕授業アイディア例〔小学校算数〕

授業アイディア例

「ある数の幾つ分かを考えよう」
～数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、

整数の加法に帰着して考察する～

〈実施対象学年〉
第５学年

【指導のねらい】
分数の加法や小数の加法について、数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、整数の加法

に帰着して考察することができるようにする。

500＋20については，0をとって，5＋2と表してもよいのかな。

同じ数のいくつ分かを考えていないので，5＋2というたし算に表すことはできないですね。

50＋20については，10のいくつ分かを考えると，5＋2
に表して，答えを求めることができると思います。

分数のたし算についても，5＋2に表して答えを求めることができると思います。



5＋2に表して，答えを求めるためには、どのように考えればよかったでしょうか。

50＋20については，10のいくつ分かを考えました。

5＋2というたし算に表し
て，答えを求めることが
できる計算について学習
しましたが，整数の計算
に表すことができるのは，
たし算だけですか。

50ｰ20があります。10のいくつ分かを考えればよいです。

0.5ｰ0.2があります。0.1のいくつ分かを考えればよいです。

ある数のいくつ分かを考えると，整数のひき算に表すことができます。

「令和2年度全国学力・学習状況調査 使ってよう！学力調査 調査問題活用の参考資料 小学校算数」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より



⑶ 中学校国語

〔中学校第３学年２学期末問題 問題別集計結果〕
正答率(％) 無解答率(％)

一1
２
ウ ○ ○ 93.9 0.3

一２
１⑵
イ ○ ○ 70.3 0.6

一３
１
イ ○ ○ ○ 66.8 8.0

二
２
ウ ○ ○ ○ 64.7 7.2

三１
➀

２⑴
ウ

（ア）

○ ○ 97.3 1.7

三１
②

２⑴
ウ

（ア）

○ ○ 96.1 1.8

三１
③

２⑴
ウ

（ア）

○ ○ 97.4 1.7

三２
➀

１⑴
ア

（ア）

○ ○ 94.3 2.5

三２
②

１⑴
ア

（ア）

○ ○ 92.4 2.3

三３
２⑴
イ

（ウ）

○ ○ 84.8 2.7

問題形式

　
話
す
能
力
・
聞
く
能
力

　
書
く
能
力

　
読
む
能
力

文脈に即して漢字を正しく読む

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに
直して読む

動作をしている人(もの)が異なるものを選
択する

文の成分の照応について理解する

行書で書かれた「桜」の特徴の組合せとし
て適切なものを選択する

自分の考えが読み手に効果的に伝
わるように、説明や具体例を加え
て書く

漢字を読む(支度)

漢字を読む(吹いて)

学習指導要領の領域等

　
短
答
式

　
記
述
式

　
全
道

　
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

評価の観点

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す(よさ
さうな)

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す(ゐ
る)

創作している俳句に入れる言葉を選択し、
その言葉を選んだ理由を書く

行書の特徴を理解する

動画の活用の仕方について説明したものと
して適切なものを選択する

資料や機器などを効果的に活用し
た話し方について理解する

漢字を読む(震えて)

卒業生から学ぶ会の最後に述べるお礼の言
葉を書く

自分の考えが相手に分かりやすく
伝わるようにエ矣して話す

　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

 
書
く
こ
と

 
読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

教科に関する調査問題の活用結果と改善例

　
全
道

　
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

　
選
択
式



〔改善の方向性〕

【Ａ 話すこと・聞くこと】
○ 自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように工夫して話す授業改善の推進
・お礼の言葉として相手に分かりやすく伝えるためには、相手の伝えたいことを取り上
げ、自分がそれをどのように受け止めたのかが分かるように具体的に述べることが重
要です。相手の話の要点を捉えて話を構成することで、よりお礼の言葉としてふさわ
しくなります。また、適切な敬語を用いて話すなど、お礼の言葉としてふさわしい言
葉遣いで話すことも大切です。

【Ｂ 書くこと】
○ 説明や具体例を加えて書く授業改善の推進
・事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるようにするためには、分かりやすい
説明や具体例を加えることが重要です。その際、説明や具体例が自分の考えを支える
根拠として適切かどうかについて検討する場を設けることが大切です。

① 資料や機器などを効果的に活用した話し方について理解しているが、自分の考えが
相手に分かりやすく伝わるように工夫して話すことに課題がある。

大問一 スピーチをする（書道パフォーマンス） 【話すこと・聞くこと】

設問３
橋本さんに対して、話の構成に注意しながらお礼の言葉述べる問題
【条件】
○ 橋本さんへのお礼の言葉を実際に話すように書くこと。
○ 橋本さんの伝えたいことを取り上げて、自分がそれをどのように受け止めたのか分かるように
具体的に書くこと。

正答率：全道 66.8%

② 自分の考えが読み手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えて書くことに課
題がある。

大問二 俳句を創作する 【書くこと】

俳句に用いる言葉を複数の候補の中から選び、その言葉を選んだ理由を書く問題
【条件】
○ 選んだ【言葉の候補】について、【辞典の記述】の中のどのような意味に着目したのかを、他の【言
葉の候補】の意味との違いが分かるように書くこと。

○ 選んだ【言葉の候補】を用いることで、どのような情報や心情を表現できると考えたのかを、上の条
件で取り上げた意味をもとに具体的に書くこと。

正答率：全道 64.7%

〈「ほっかいどうチャレンジテスト」中学校第３学年２学期末問題の主な特徴と具体的な設問〉



中学校第３学年
国語
二

【出題の趣旨】
自分の考えが読み手に効
果的に伝わるように、説明
や具体例を加えて書く

授業アイディア例〔中学校国語〕授業アイディア例〔中学校国語〕

❶ 学習の見通しをもつ。

「ほろほろ」、「ぼろぼろ」、「ぽろぽろ」の中から言葉を一つ選んで俳句を完成 させ、
その言葉を選んだ理由を書きましょう。書いた文章は、学級の他の人と交流します。

❷ 「ほろほろ」、「ぼろぼろ」、「ぽろぽろ」の三つの言葉の意味や用例を、本問にある
【辞典の記述】や国語辞典を用いて確認する。

❸ 「卒業にこぼれる涙 と」の空欄に入れる言葉を、三つの言葉の中から一つ選
び、俳句を完成させる。

❺ ❹で書いた文章をグループで交流する。

北海道

創作している俳句に入れる言葉を選択
し、その言葉を選んだ理由を書く。

正答率 64.7

無解答率 7.2

指導のねらい

自分の考えが読み手に効果的に伝わるように、説明や具体例を加えるとともに、論理の展
開を工夫して書くことができるようにする。

教 材

第１時

第２時

● 令和２年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語 ３

❹ ❸で完成させた俳句について、その言葉を選んだ理由を各自でノートに書く。
※ 生徒の実態等に即して、字数を指定することも考えられる。

自分が選んだ言葉について、どのような意味に着目したのかを、他の言葉の意味との
違いが分かるように書きましょう。また、その言葉を用いることで、どのような情景や
心情を表現できると考えたのかを書きましょう。

Ａさん

教師

教師

○ どのような意味に着目してその言葉を選んだのかについて、他の言葉の意味との違いが分
かるように書かれているか。

○ その言葉を用いることでどのような情景や心情を表現できると考えたのかが書かれている
か。

○ 選んだ言葉と、その言葉を用いることで表現できると考えた情景や心情との関係が分かる
ように書かれているか。 など

交流する際の観点の例



〔交流している場面の例〕

❻ ❺で交流した内容を踏まえ、必要に応じて、各自で文章を書き直す。

〔Ａさんが書き直した文章〕 ※ 青字は、書き直した部分。

❼ 学習を振り返る。

Ａさんが「ほろほろ」の「音もなく続けてこぼれ落ちる」という意味に着目したこと
は分かりますが、三段落目に書かれている情景や心情とどのように関係するかが分かり
づらいので、もう少し説明を加えた方がよいと思います。

「ぼろぼろ」や「ぽろぽろ」を選ばなかった理由についても触れると、「ほろほろ」を
選んだ理由がより明確に伝わるのではないでしょうか。

〔活用のポイント〕

○ 本授業アイディア例は、第３学年「Ｂ 書くこと」（１）イを指導することを想定し
た学習の流れを示している。本問で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合
には、❹に示したように、これまでに学習したことを想起し、目的に応じて分かりや
すい説明や具体例を加えて書くように指導するとよい。第３学年の評価に当たっては、
❹～❻で、初めに自分の考えを述べ、根拠となる辞書の意味などを示し、自分の考え
の妥当性を示す書き方や、根拠となる辞書の意味などを初めに示し、自分の考えの妥
当性へと結び付ける書き方などができているかについて、ノートに書いた内容やグ
ループでの交流の様子などを基にして評価することが考えられる。

〔他学年で活用する際のポイント〕

○ 第１学年で指導するに当たっては、❹を中心に授業を行うとよい。その際、第１学
年「B 書くこと」（１）ウの指導事項を取り上げ、読み手に対して、どの部分が根拠
であるかが明確になるような書き方について考えるように指導し、ノートに書いた内
容などを基にして評価することが考えられる。

○ 第２学年で、本問で取り上げた指導事項について指導する場合には、❹を中心に授
業を行い、ノートに書いた内容などを基にして評価することが考えられる。

「令和2年度全国学力・学習状況調査 使ってよう！学力調査 調査問題活用の参考資料 中学校国語」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より



⑷ 中学校数学

〔中学校第３学年２学期末問題 問題別集計結果〕
正答率(％) 無解答率(％)

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
・
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

全
道

全
道

１
1(2)
ア ○ ○ 69.6 6.4

２
1(1)
ア ○ ○ 73.4 0.6

３
1(1)
ア ○ ○ 72.0 0.5

４（１）
1(1)
オ ○ ○ 74.4 3.1

４（２）
1(1)
エオ ○ ○ 45.2 23.3

５（１）

2(1)
イ
2(2)
イウ

○ ○ 54.1 3.5

５（２）

2(1)
イ
2(2)
イウ

○ ○ 45.0 28.3
里奈さんの求め方の手順３において、わる
数の３がどんな数であるかを説明する

連立方程式を解く過程を振り返
り、事象に即して解釈し、事柄の
特徴を数学的に説明することがで
きる

４日間で集まった紙パックの枚数を求める
ために、枚数を何に置き換えて考えている
かを書く

事象における数量の関係を見いだ
し、それを的確に捉えることがで
きる

集まった紙パックの合計の重さを４５００
０ｇとしたとき、紙パックの枚数の違いが
およそ何枚になるかをグラフから求める方
法を説明する

事象を数学的に解釈し、問題解決
の方法を数学的に説明することが
できる

洋平さんの求め方の手順２に対応する計算
を連立方程式を解く過程１から選ぶ

連立方程式を解く過程を、事象に
即して解釈することができる

男子生徒３５人がハンドボール投げを行
い、記録の中央値が２４ｍだったことにつ
いて、正しく記述しているものを選ぶ

中央値の意味を理解している

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

２けたの自然数を文字を用いた式で表す
数量を文字を用いた式に表すこと
ができる

垂線を作図する手順において、ふさわしい
点を選ぶ

垂線の作図の方法について理解し
ている

教科に関する調査問題の活用結果と改善例



(2) 里奈さんの求め方の手順３において、わる数
の３がどんな数であるかを説明する問題

三人は、得点設定１を、次の得点設定２に変えてゲームを行いました。
得点設定２

里奈さんは、右の連立方程式を解く
過程２の の部分から、洋平さん
の求め方に新たな手順を加えることで
得点設定２でも、投げた回数と合計得
点をもとに、枠の内側に当てた回数を
求められることに気づきました。

里奈さんの求め方

上の里奈さんの求め方において、新たな手順３の「手順２の計算結果を
３でわる。」のわる数である３がどんな数であるかを考えます。わる数の
３がどんな数であるかは、得点設定２の条件をもとに説明することができ
ます。里奈さんの求め方の手順３において、わる数の３は、どんな数です
か。「～は、…である。」という形で書きなさい。
（正答例）
・わる数の３は、枠の内側に１回当たるごとの得点の５点と枠の外側に１
回当たるごとの得点の２点との差である。

・わる数の３は、連立方程式を解く過程２で５xから２xをひいた式である
３xのxの係数である。

(1) 洋平さんの求め方の手順２に対応する計算を
連立方程式を解く過程１から選ぶ問題

太一さんは、壁にかかれた枠に向かってボールを何回か投げ、次の得点
設定１でゲームを行いました。
得点設定１

里奈さんは、枠の内側に当てた回数を、投げた回数と合計得点をもとに
して、すぐに求められることを洋平さんから聞きました。
洋平さんの求め方

右の連立方程式を解く過程１
には、手順１、２にそれぞれ対
応する計算があります。手順１
に対応する計算がある部分は、
連立方程式を解く過程１の下線
部です。手順２に対応する計算
がある部分を、右のアからエま
での中から１つ選びなさい。

〔改善の方向性〕

② 事象を数学的に考察する場面において、解決の過程や結果を振り返り、事象に即
して解釈し、事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。

大問５ 連立方程式を解く過程を振り返り、考察すること（連立方程式） 【数と式】

【関数】
◯ 事象の数学的な解釈に基づき、問題解決の方法を数学的に説明する授業改善の推進
・問題解決に向けて着目すべき点を確認する場面を設定することが重要です。
・問題解決の方法を説明し合う際、不十分な説明に対して、どう考えると問題解決につ
ながるかを検討し、説明を改善する場面を設定することが大切です。

【数と式】
◯ 事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明する授業改善の推進
・考えを見いだした過程を振り返ったり、文字を用いた式の意味を読み取ったりして捉
えた事柄の特徴を数学的に説明する場面を設定することが大切です。

〈「ほっかいどうチャレンジテスト」中学校第３学年２学期末問題の主な特徴と具体的な設問〉

大問４ 事象の数学的な解釈と問題解決の方法（紙パック） 【関数】

正答率：全道 45.2%

(2) 集まった紙パックの合計の重さを45000ｇとしたとき、紙パックの枚数の違いがおよそ何枚になるかを
グラフから求める方法を説明する問題

集まった紙パックの合計の重さをxｇとしたときの、紙パックの枚数をy枚とします。二人は、
紙パック１枚の重さを２８ｇとしたときと、３２ｇとしたときのxとyの関係を、それぞれ右の
ような比例のグラフに表しました。
１か月間で集まった紙パックの合計の重さを45000ｇとします。このとき、紙パックの枚数の

違いがおよそ何枚になるかは、右のグラフから求めることができます。その方法を説明しなさ
い。ただし、実際に枚数の違いを求める必要はありません。

（正答例）
・１枚の重さを２８ｇとしたときのグラフと１枚の重さを３２ｇとしたときのグラフについて、
xの値が45000のときのyの値の差を求める。

・１枚の重さを２８ｇとしたときのグラフと１枚の重さを３２ｇとしたときのグラフについて、
xの値が45000のときの２点間のy軸方向の距離を読む。

② 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。

正答率：全道 54.1%
正答率：全道 45.0%

○ 枠の内側に１回当たるごとの得点を３点とする。
○ 枠の外側に１回当たるごとの得点を２点とする。

手順１ 投げた回数に、枠の外側に１回当たるごとの得点をかける。
手順２ 合計得点から手順１の計算結果をひく。

○ 枠の内側に１回当たるごとの得点を５点とする。
○ 枠の外側に１回当たるごとの得点を２点とする。

手順１ 投げた回数に、枠の外側に１
回当たるごとの得点をかける。

手順２ 合計得点から手順１の計算結
果をひく。

手順３ 手順２の計算結果を３でわる。



授業アイディア例〔中学校数学〕授業アイディア例〔中学校数学〕

中学校
数学
５(2)

北海道

里奈さんの求め方の手順３におい
て、わる数の３がどんな数であるか
を説明する。

正答率 45.0

無解答率 28.3

【出題の趣旨】
連立方程式を解く過程を振り返り、事

象に即して解釈し事柄の特徴を数学的に
説明することができる。

授業アイディア例

得点設定が変わっても、枠の内側に当てた回数をすぐに求められる方法を考え
てみましょう。

〈実施対象学年〉
第２学年

【指導のねらい】
連立方程式を解く過程を振り返り、事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明できるようにする。



「令和2年度全国学力・学習状況調査 使ってよう！学力調査 調査問題活用の参考資料 中学校数学」（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より



⑸ 全校で取り組む教育課程の改善例

本道における９年間を通じた国語の課題

■ 自分の思いや考えが明確になるように文章の構成を考えること
■ 書き表し方を工夫し、自分の思いや考えが伝わる文章にすること
■ 話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えたりすること

【小学校第１学年、第２学年】
小学校低学年では、身近なことや経験したことを報告したり、観察したことを記録したりす
る学習において、構成メモを作成する活動を取り入れるなど、簡単な構成を考えることができ
るよう指導することが重要です。
今年度中に、「はじめ」「中」「おわり」など事柄の順序に沿って構成を考えることを繰り
返し指導するなど、順序立てて考える力を確実に身に付けられるようにするとともに、次年度
の教育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、「Ｂ 書くこと」の学習過程を一層
明確にするなどの改善を図ることが大切です。

教育課程改善の方向性

【小学校第３学年、第４学年】
小学校中学年では、調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを基に考えたことを書
く学習において、組み立て表を作成する活動を取り入れるなど、段落相互の関係に注意して文
章構成を考えることができるよう指導することが重要です。
今年度中に、引用の仕方を理解し使うことを繰り返し指導するなど、自分の考えとそれを支
える理由や事例との関係を明確にする力を確実に身に付けられるようにするとともに、次年度
の教育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、「Ｂ 書くこと」の単元と他教科等
の調べたことをまとめて報告する活動とを関連付けるなどの改善を図ることが大切です。

【小学校第５学年、第６学年】
小学校高学年では、事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝えたいこと
を書く学習において、調べたことや考えたことを図に表す活動を取り入れるなど、事柄や考え
をつないだり、広げたりすることができるよう指導することが重要です。
今年度中に、箇条書き等により伝えたい内容を整理することを繰り返し指導するなど、目的
や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりする力を確実に身に付けられるようにするとと
もに、次年度の教育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、他教科等の内容の系統
性や関連性を考慮して「Ｂ 書くこと」の指導の時期を工夫するなどの改善を図ることが大切
です。

【中学校第１学年から第３学年】
中学校では、本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりするなど、事実
やそれを基に考えたことを書く学習において、複数のデータを比較する活動を取り入れるなど、
根拠を明確にしながら、考えが伝わる文章を書くことができるよう指導することが重要です。
今年度中に、表やグラフから共通点や相違点を整理することを繰り返し指導するなど、意見
を支える根拠を示す力を確実に身に付けられるようにするとともに、次年度の教育課程の編成
に当たっては、年間指導計画において、コンピュータや情報通信ネットワークを活用する機会
を「Ｂ 書くこと」の単元に計画的に位置付けるなどの改善を図ることが大切です。

児童生徒に必要な資質・能力を身に付けるためには、９年間を見通して指導の工夫・改善を図る
ことが重要です。
本資料を各学校における指導計画の改善や日常の授業改善に御活用ください。

国語



本道における９年間を通じた算数・数学の課題

■ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること
■ 事象を数学的に考察する場面において、解決の過程や結果を振り返り、事象に即して解釈し、
事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること

【小学校第１学年、第２学年】
小学校低学年では、実生活で探した数量を式に表したり、問題解決の仕方を考えたりする学
習において、具体物や図、式を用いて考えを伝え合う活動を取り入れるなど、数学的な表現を
用いて説明することができるよう指導することが重要です。
今年度中に、自分の計算を図と関連付けて振り返ることを繰り返し指導するなど、数学的な
表現を用いて説明しようとする態度を確実に身に付けられるようにするとともに、次年度の教
育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、問題解決の過程や結果を、具体物、図、
数、式などを用いて表現し伝え合う活動を重点的に位置付けるなどの改善を図ることが大切で
す。

教育課程改善の方向性

【小学校第３学年、第４学年】
小学校中学年では、問題を具体物、図、数、式などを用いて解決したり、結果を確かめたり
する学習において、発展的に考察する活動を取り入れるなど、既習の計算の意味を別な視点か
ら捉え直すことできるよう指導することが重要です。
今年度中に、計算で得られた結果の意味を図やテープ図で表すことを繰り返し指導するなど、
得られた結果を常に振り返って吟味しようとする態度を確実に身に付けられるようにするとと
もに、次年度の教育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、問題解決の結果を確か
めたり、発展的に考察したりする活動を重点的に位置付けるなどの改善を図ることが大切です。

【小学校第５学年、第６学年】
小学校高学年では、問題を具体物、図、数、式、表、グラフなどを用いて解決したり、結果
や方法を振り返ったりする学習において、統合的・発展的に捉え直す活動を取り入れるなど、
別々に理解していた計算を同じものとして捉え直すことができるよう指導することが重要です。
今年度中に、小数や分数の乗法をテープ図と数直線の図に表すことを繰り返し指導するなど、
統合的・発展的に考えるための数学的な表現の方法を確実に身に付けられるようにするととも
に、次年度の教育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、解決過程を振り返り統合
的・発展的に捉え直す活動を重点的に位置付けるなどの改善を図ることが大切です。

【中学校第１学年から第３学年】
中学校では、思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現したり、表現されたものを解釈し
たりする学習において、不十分な説明を改善する活動を取り入れるなど、根拠が明確で過不足
なく順序立てた説明ができるよう指導することが重要です。
今年度中に、自分なりに書いた説明をより適切な数学的な表現に改善していくことを繰り返
し指導するなど、数学的に表現することのよさを実感できるようにするとともに、次年度の教
育課程の編成に当たっては、年間指導計画において、数学的な表現を意見交流や議論を通じて
洗練させていく活動を重点的に位置付けるなどの改善を図ることが大切です。

児童生徒に必要な資質・能力を身に付けるためには、９年間を見通して指導の工夫・改善を図るこ
とが重要です。
本資料を各学校における指導計画の改善や日常の授業改善に御活用ください。

算数・数学

全校で取り組む教育課程の改善例



２ 児童生徒質問紙調査の結果とその分析

⑴ 児童生徒質問紙 全道の回答状況

（ ）内は質問番号
■ 児童生徒質問紙調査（指定都市を除く参考値）の概要

【授業改善・学習に取り組む態度等】に関連する質問項目

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う児童生徒の割①

は、小学校で27.1％、中学校で26.6％であり、昨年度と比べて、小学校で3.8 中学合 ポイント、

校で0.2 低い （小31、中31）ポイント 。

学級の友達と（生徒）の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする②

は、小学校で32.7％、中学校で37.6％であり、昨年度ことができていると思う児童生徒の割合
と比べて、小学校で4.1 、中学校で10.6 高い （小37、中37）ポイント ポイント 。

【学習習慣・生活習慣等】に関連する質問項目

は、小学校で34.5％、中学校で21.6％① 家で自分で計画を立てて勉強している児童生徒の割合

であり、昨年度と比べて、小学校で1.9 、中学校で6.8 高い （小20、中20）ポイント ポイント 。

は、小学校で57.6％、中学校で72.4％② 普段、１日当たり１時間以上勉強する児童生徒の割合

であり、昨年度と比べて、小学校で同様で、中学校で9.2 高い （小21、中21）ポイント 。

は、小学校で36.9％、中学校で38.1％で③ 毎日、同じくらいの時刻に寝ている児童生徒の割合

あり、昨年度と比べて、小学校で2.7 低く、中学校で4.3 高い （小２、中２）ポイント ポイント 。

は、小学校で54.0％、中学校で60.1％④ 毎日、同じくらいの時刻に起きている児童生徒の割合

、 、 、 。（ 、 ）であり 昨年度と比べて 小学校で3.3 低く 中学校で1.7 高い 小３ 中３ポイント ポイント

【自己有用感・粘り強さ、挑戦心・将来の夢や目標、規範意識等】に関連する質問項目

は、小学校で28.5％、中学校で29.8％で① 自分には、よいところがあると思う児童生徒の割合

あり、昨年度と比べて、小学校で7.1 低く、中学校で0.1 高い （小11、中11）ポイント ポイント 。

、 、② 先生は あなたのよいところを認めてくれていると思う児童生徒の割合、 は 小学校で40.7％

、 、 、 。中学校で36.2％であり 昨年度と比べて 小学校で0.7 低く 中学校で3.2 高いポイント ポイント

（小12、中12）

は、小学校③ ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがあると思う児童生徒の割合

ポイント ポイで75.4％、中学校で75.2％であり、昨年度と比べて、小学校で3.7 、中学校で2.1
低い （小14、中14）ント 。

は、小学校で23.8％、中学④ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している児童生徒の割合
校で22.4％であり 昨年度と比べて 小学校で3.4 低く 中学校で0.7 高い 小、 、 、 。（ポイント ポイント

15、中15）

は、小学校で56.0％、中学校で43.6％であり、⑤ 将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合

昨年度と比べて、小学校で8.2 、中学校で2.1 低い （小13、中13）ポイント ポイント 。

は、小学校で45.1％、中学校で65.2％で⑥ 学校のきまり（規則）を守っている児童生徒の割合

あり、昨年度と比べて、小学校で2.8 、中学校で0.3ポイント高い （小16、中16）ポイント 。



【児童生徒質問紙】

【授業改善・学習に取り組む態度等】に関連する質問項目
①
　

（児童生徒 質問番号 小31、中31）

〈小学校〉 〈中学校〉

②
　

（児童生徒 質問番号 小37、中37）

〈小学校〉 〈中学校〉

児童生徒質問紙調査（昨年度との比較）

「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で３．８ポイント、中学校で０．２ポイント低
い。昨年度の全国と比べて、小学校で５．９ポイント、中学校で２．７ポイント低い。

 「学級の友達と（生徒）の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて
いると思う」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で４．１ポイント、中学校で１０．６ポイント
高い。昨年度の全国と比べて、小学校で２．４ポイント、中学校で９．３ポイント高い。

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

27.1 

30.9 

33.0 

49.9 

45.3 

44.7 

19.1 

19.6 

18.1 

3.7 

4.1 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

26.6 

26.8 

29.3 

47.6 

45.1 

45.5 

20.8 

22.5 

20.0 

5.0 

5.5 

4.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

32.7 

28.6 

30.3 

43.9 

43.7 

43.8 

19.0 

21.8 

20.5 

4.4 

5.9 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

37.6 

27.0 

28.3 

42.2 

43.9 

44.5 

15.7 

21.8 

20.4 

4.3 

7.2 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

※令和元年度の数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値



【児童生徒質問紙】

【学習習慣・生活習慣等】に関連する質問項目
①
　

（児童生徒 質問番号 小20、中20）

〈小学校〉 〈中学校〉

②
　

（児童生徒 質問番号 小21、中21）

〈小学校〉 〈中学校〉

 「学校の授業時間以外に、普段、１日当たり１時間以上勉強する（学習塾で勉強している時間や家庭教
師に教わっている時間も含む）」

「１～３．１時間以上」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で同様、中学校で９．２ポイント高い。
昨年度の全国と比べて、小学校で８．５ポイント低く、中学校で２．６ポイント高い。

児童生徒質問紙調査（昨年度との比較）

「家で自分で計画を立てて勉強している」

「１．している」と「２．どちらかといえば、している」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で０．８ポ
イント、中学校で８．８ポイント高い。昨年度の全国と比べて、小学校で０．６ポイント、中学校で７．６ポイント高い。

１．している ２．どちらかといえば､している ３．あまりしていない ４．全くしていない その他 無回答

34.5 

32.6 

33.1 

37.6 

38.7 

38.4 

22.9 

23.5 

23.0 

5.0 

5.0 

5.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

21.6 

14.8 

14.9 

36.4 

34.4 

35.5 

31.7 

37.8 

37.3 

10.2 

13.0 

12.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

１．３時間以上 ２．２時間以上、３時間より少ない ３．１時間以上、２時間より少ない ４．30分以上、１時間より少ない

５．30分より少ない ６．全くしない その他 無回答

5.1 

6.4 

12.4 

10.8 

13.0 

16.9 

41.7 

38.2 

36.8 

29.3 

30.1 

24.1 

11.2 

10.4 

7.6 

1.9 

1.8 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

13.3 

7.2 

9.9 

27.0 

21.7 

25.6 

32.1 

34.3 

34.3 

15.1 

20.0 

17.2 

7.7 

10.6 

8.4 

4.6 

6.2 

4.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

※令和元年度の数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値



【児童生徒質問紙】

【学習習慣・生活習慣等】に関連する質問項目
③
　

（児童生徒 質問番号 小２、中２）

〈小学校〉 〈中学校〉

④
　

（児童生徒 質問番号 小３、中３）

〈小学校〉 〈中学校〉

 「毎日、同じくらいの時刻に起きている」

「１．している」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で３．３ポイント低く、中学校で１．７ポイント高
い。昨年度の全国と比べて、小学校で４．７ポイント低く、中学校で３．１ポイント高い。

児童生徒質問紙調査（昨年度との比較）

「毎日、同じくらいの時刻に寝ている」

「１．している」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で２．７ポイント低く、中学校で４．３ポイント高
い。昨年度の全国と比べて、小学校で２．０ポイント低く、中学校で４．５ポイント高い。

１．している ２．どちらかといえば､している ３．あまりしていない ４．全くしていない その他 無回答

36.9 

39.6 

38.9 

43.5 

41.9 

42.5 

15.9 

15.4 

15.5 

3.6 

3.1 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

38.1 

33.8 

33.6 

41.3 

43.6 

44.4 

16.1 

18.2 

17.8 

4.4 

4.4 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

１．している ２．どちらかといえば､している ３．あまりしていない ４．全くしていない その他 無回答

54.0 

57.3 

58.7 

35.9 

33.5 

32.9 

8.3 

7.6 

7.0 

1.8 

1.6 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

60.1 

58.4 

57.0 

32.6 

34.5 

35.8 

5.7 

5.9 

6.0 

1.5 

1.2 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

※令和元年度の数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値



【児童生徒質問紙】

【自己有用感・粘り強さ、挑戦心・将来の夢や目標、規範意識等】に関連する質問項目
①
　

（児童生徒 質問番号 小11、中11）

〈小学校〉 〈中学校〉

②
　

（児童生徒 質問番号 小12、中12）

〈小学校〉 〈中学校〉

児童生徒質問紙調査（昨年度との比較）

「自分には、よいところがあると思う」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で７．１ポイント低く、中学校で０．１ポイント
高い。昨年度の全国と比べて、小学校で１０．３ポイント低く、中学校で０．８ポイント高い。

 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で０．７ポイント低く、中学校で３．２ポイント
高い。昨年度の全国と比べて、小学校で２．４ポイント低く、中学校で４．９ポイント高い。

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

28.5 

35.6 

38.8 

44.6 

43.3 

42.4 

19.4 

14.9 

13.4 

7.5 

6.1 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

29.8 

29.7 

29.0 

43.1 

43.7 

45.1 

19.4 

19.1 

18.6 

7.5 

7.6 

7.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

40.7 

41.4 

43.1 

42.7 

43.0 

43.0 

12.5 

11.8 

10.7 

4.1 

3.7 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

36.2 

33.0 

31.3 

47.4 

49.1 

50.2 

12.2 

13.6 

14.2 

4.2 

4.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

※令和元年度の数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値



【児童生徒質問紙】

【自己有用感・粘り強さ、挑戦心・将来の夢や目標、規範意識等】に関連する質問項目
③
　

（児童生徒 質問番号 小14、中14）

〈小学校〉 〈中学校〉

④
　

（児童生徒 質問番号 小15、中15）

〈小学校〉 〈中学校〉

児童生徒質問紙調査（昨年度との比較）

「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で３．７ポイント、中学校で２．１ポイント低
い。昨年度の全国と比べて、小学校で４．１ポイント、中学校で０．４ポイント低い。

 「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で３．４ポイント低く、中学校で０．７ポイント
高い。昨年度の全国と比べて、小学校で６．３ポイント、中学校で０．１ポイント低い。

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

75.4 

79.1 

79.5 

18.1 

15.5 

15.7 

4.8 

3.7 

3.4 

1.7 

1.6 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

75.2 

77.3 

75.6 

17.9 

16.6 

18.3 

4.8 

4.3 

4.4 

2.0 

1.7 

1.6 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

23.8 

27.2 

30.1 

49.2 

49.1 

48.9 

22.7 

19.7 

17.6 

4.3 

3.9 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

22.4 

21.7 

22.5 

46.5 

47.7 

47.8 

26.2 

25.7 

25.0 

5.0 

4.8 

4.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

※令和元年度の数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値



【児童生徒質問紙】

【自己有用感・粘り強さ、挑戦心・将来の夢や目標、規範意識等】に関連する質問項目
⑤
　

（児童生徒 質問番号 小13、中13）

〈小学校〉 〈中学校〉

⑥
　

（児童生徒 質問番号 小16、中16）

〈小学校〉 〈中学校〉

児童生徒質問紙調査（昨年度との比較）

「将来の夢や目標を持っている」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で８．２ポイント、中学校で２．１ポイント低
い。昨年度の全国と比べて、小学校で９．９ポイント、中学校で１．３ポイント低い。

 「学校のきまり（規則）を守っている」

「１．当てはまる」と回答している児童生徒の割合は、昨年度と比べて、小学校で２．８ポイント、中学校で０．３ポイント高
い。昨年度の全国と比べて、小・中学校ともに１．６ポイント低い。

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

56.0 

64.2 

65.9 

22.7 

17.8 

17.9 

12.9 

10.0 

9.3 

8.3 

7.9 

6.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

43.6 

45.7 

44.9 

26.4 

24.9 

25.6 

19.2 

17.9 

17.9 

10.7 

11.3 

11.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

１．当てはまる ２．どちらかといえば､当てはまる ３．どちらかといえば､当てはまらない ４．当てはまらない その他 無回答

45.1 

42.3 

46.7 

45.7 

49.1 

45.6 

8.1 

7.6 

6.6 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

65.2 

64.9 

66.8 

30.0 

30.8 

29.4 

3.8 

3.5 

3.1 

0.9 

0.7 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2北海道

H31(R1)北海道

H31(R1)全国

※令和元年度の数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値



児童生徒質問紙調査

⑵ 経年比較による改善状況

「あなたが５年生まで〔１、２年生のとき〕に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい
たと思いますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小31、中31）

概要で取り上げた項目について、平成25年度または項目が設定された年度から令和２年度までの推移を示してい
ます。

27.5 
30.9 

27.1 

20

30

40

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2

【小学校】

(％)

23.4 

26.8 26.6 

20

30

40

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2

【中学校】

(％)

「学級の友達と〔生徒〕の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思います
か」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小37、中37）

22.5 
28.6 

32.7 

10

25

40

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2

【小学校】

(％)

16.4 
27.0 

37.6 

10

25

40

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2

【中学校】

(％)

授業改善・学習に取り組む態度等について
※令和元年度までの数値は、指定都市を含む値で、

令和２年度は、指定都市を除く参考値

学習習慣・生活習慣等について

50.5 
57.6 57.6 

50

60

70

80

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2

【小学校】

(％)

62.1 
63.2 

72.4 

50

60

70

80

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31(R1) R2

【中学校】

(％)

「学校の授業時間以外に、普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか(学習塾で勉強してい
る時間や家庭教師の先生に教わっている時間も含む)」（「１時間以上」の割合）（質問番号 小21、中21）

27.3 
32.6 34.5 

10

25

40
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【中学校】
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「家で自分で計画を立てて勉強していますか」（「している」の割合）（質問番号 小20、中20）

「1時間以上」の割合



「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか」（「している」の割合）（質問番号 小２、中２）

「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」（「している」の割合）（質問番号 小３、中３）
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児童生徒質問紙調査

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小12、中12）
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学習習慣・生活習慣等について

自己有用感・粘り強さ、挑戦心・将来の夢や目標、規範意識等について

「自分には、よいところがあると思いますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小11、中11）
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※令和元年度までの数値は、指定都市を含む値で、
令和２年度は、指定都市を除く参考値

Ｈ25、Ｈ27は項目なし



「将来の夢や目標を持っていますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小13、中13）
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児童生徒質問紙調査

自己有用感・粘り強さ、挑戦心・将来の夢や目標、規範意識等について

「学校のきまり〔規則〕を守っていますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小16、中16）
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※令和元年度までの数値は、指定都市を含む値で、
令和２年度は、指定都市を除く参考値

「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小14、中14）
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「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか」（「当てはまる」の割合）（質問番号 小15、中15）
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Ｈ30は項目なし

Ｈ30は項目なし
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小学校 第１学年 国語

【小学校 第１学年 国語】

ひらがなを書く
（７） じてんしゃ
（８） びょういんひらがなを書く

（１） かきごおり

□ 設問番号１～４の絵を見て平仮名で言葉を書くことはできています。平仮名の読み
書きは、各教科等の学習の基礎となるものであり、第１学年でその全ての読み書きが
できるよう発音に関する指導と関連させるとともに、日々の学習の積み重ねの中で、
次第にその規則性に気付き、身に付けていくことができるようにすることが大切です。

□ 設問番号９、10の絵を見て文を書くことについては、文末に句点を書くことができる
ように指導することが大切です。

課題の見られた問題 大問一 設問５、７、８（設問番号５、７、８）

「絵を見て平仮名でいろいろな言葉を書く」場面 【設
問
】

設問５ 正答率：全道 53.4%
（設問番号５）

設問７ 正答率：全道 74.9%
（設問番号７）

設問８ 正答率：全道 75.4%
（設問番号８）

めあて「ひらがなをつかっていろいろなことばをかこう」
～えをみて、いろいろなことばや文をかく～

〔知識及び技能〕（１）、（〔思考力・判断力・表現力等〕）

ウ 長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち方、かぎ（「 」）
の使い方を理解して文や文章の中で使うこと。また、平仮名及び片仮名を読み、書くとともに、片仮名で書
く語の種類を知り、文や文章の中で使うこと。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「見つけたよ、いきものの ひみつ」（教育出版「１下」）、
「しらせたいな、見せたいな」（光村図書「１下」）

授業アイディア例
ア 身近なことや経験したことを報告したり、観察したことを記録したりするなど、見聞きし
たことを書く活動。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① 学校などで見つけた○○につい
て、家の人に紹介する文章を書く
という課題を設定し、学習の見通し

をもつ。 ポイント１

■ ○○について、知っていることや疑問点などを出し
合い、自分が見つけたことを家の人に紹介するという
学習の見通しをもつことができるようにする。
■ 読む人に、どのようなものかが分かるようにするた
めに、何を書けばよいか考えさせる。

② 教材文を読んで学習の流れを
確かめ、知らせたいものを考える。
③ 家の人に紹介したいものを決
め、絵や見つけたことをカードに記
録する。

④ 見つけたことを文章に書く。

⑤ 文章を読み返し、言葉が正しく
使えているか見直す。
⑥ 家の人に書いた文章を読んでも
らい、学習を振り返る。

見
つ
け
た
○
○
に
つ
い
て
し
ょ
う
か
い
す
る

■ 知らせたいものをよく見て、色や形、触った感じ、様
子などを短い言葉で書けばよいことに気付かせる。
■ 教材文を通して、見つけたことをどのように文章に
表すとよいか考えさせる。
■ カードを用いるなど、文章の順序を考えさせる。

■ ひらがなや助詞の「は」、「へ」及び「を」、句読点を正
しく使って文章を書くことができているかなど、見直す
視点を明確に示す。
■ 相手に分かりやすく紹介する上で、文章を読み返す
ときの視点について振り返る場を設ける。

□ 誰に対して、何のために書くのかなど、相手や目的などを意識しながら、単元を通して、どのような活動を
するのかを児童と共有する。
□ 単元を通した言語活動を踏まえ、単元のゴールを明確にするとともに、各単位時間の学習の積み重ねを
意識させることで、主体的な学びの実現に結び付ける。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科における単元の見通しのもたせ方

身に付けたい力（資質・能力）の明確化

書き表し方の工夫ポイント２

学びを振り返り、文や文章を見直したり、書き直したりする活動の設定

□ 自分が書いた文や文章を読み返し、間違えを正したり、語と語や文と文の続き方を確かめたりするなど、
学習を振り返り、よりよい文や文章に整えようとする意識を高める。

指導事項の明確化

ポイント３ ひらがなや助詞等の正しい使い方・推敲

□ 教材文（モデル文）の書き表し方の工夫を取り上げるなど、語と語や文と文との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書くポイントを理解できるようにする。

ポイント２

一

つ
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の

え
を

み
て
、
□
に
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う
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ポイント３

全道の平均正答率

Ｂ 書くこと

Ⅱ 「ほっかいどうチャレンジテスト」の結果を踏まえた授業アイディア例等

１ 「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



□ 相手に伝わるように「始め－中－終わり」といった話の構成に関わる順序などを考える学習活動を単元の
の指導計画に設定する。
□ 話す順序をよく考えることで、自分の伝えたいことが相手に伝わる実感を味わわせ、工夫して話そうとす
る態度を醸成し、主体的な学びを充実させる。

【小学校 第２学年 国語】
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順序を考えながら説明
する（４）（５）（６）

全道の平均正答率

順序に気をつけて読
む（１）

□ 設問番号２の文章の全体に何が書かれているかを考えながら読むことはできてい
ます。時間的な順序や、事柄の順序などを考えながら読むことについては（設問番号
１）、説明されている順序や大まかな文章の構造を理解させることが大切です。
□ 順序を考えながら説明することについては（設問番号４、５、６）、聞き手を意識して
聞き手に伝わるかどうかを想像しながら話の構成を考えるように指導することが大切
です。

課題の見られた問題 大問二 設問２（設問番号４、５、６）

「聞く人に分かりやすい順序で説明する」場面

【設
問
】

【山
下
さ
ん
の
説
明
】

【山
下
さ
ん
が
か
い
た
絵
】

設問２ 正答率：全道 74.9%
（設問番号４）

正答率：全道 37.0%
（設問番号５）

正答率：全道 71.8%
（設問番号６）

めあて「聞く人に分かりやすい順序で説明しよう」
～相手に伝わるように、行動したことや経験したことに基づいて、話す事柄の順序を考えて説明できる～

〔思考力・判断力・表現力等〕

ア 身近なことや経験したことなどから話題を決め、伝え合うために必要な事柄を選ぶこと。
イ 相手に伝わるように、行動したことや経験したことに基づいて、話す事柄の順序を考えること。
ウ 伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫すること。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「むかしのあそびせつめいしよう」（教育出版「２下」）、「楽しかったよ、二年生」（光村図書「２下」）

授業アイディア例 ア 紹介や説明、報告など伝えたいことを話したり、それらを聞いて声に出して確かめたり
感想を述べたりする活動。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① ○○について、調べたことを友
だちに説明するという課題を設定

し、学習の見通しをもつ。

■ 学校や家庭、地域における身近なことや経験したこ
との中から、くわしく調べたい内容を想起する場を設け
る。

② ○○について、図書室などで調
べる。
③ 説明したいことをメモに書き、メ

モをもとに、○○について話す事
柄の順序に気を付けて説明する練

習をする。

④ ○○について、友だちに伝わる
ように、話す事柄の順序に気を付
けて説明する。

⑤ 説明をした感想や、説明を聞い
た感想を述べ合い、単元の学習を
振り返る。

○
○
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
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序
で
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明
す
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■ 子どもの興味や関心の度合い、伝えたい思いの強
さを手掛かりにして、説明する内容を決めることができ
るようにする。

■ 内容が相手に伝わるようにするために、「始め－中
－終わり」のような話の構成に関わる順序を考えて説
明するよう促す。

■ 大事なところは特に大きな声でゆっくり話すなど、何
を伝えたいのかを意識させ、声の大きさや速さについ
て工夫して説明するよう促す。

■ 話の順序をよく考える活動を通して、自分の伝えた
いことを表現できたという実感をもてる場を設ける。

□ 相手に伝わるかどうかを考えながら、話を構成することができるようにする。
□ 相手として、教師や同級生、幼児など身近な人々を想定するとともに、人数については、ペアから小グ
ループ、学級全体へと広げるなどして、様々な相手に話す経験を積み重ねながら、相手を具体的に意識す
ることができるようにする。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

伝えたいことや相手を意識した「話すこと」の指導

相手に伝えることを意識した指導の充実

必要な事柄を選ぶための支援の工夫

ポイント２

教材や発問の工夫

ポイント３ 主体的な学びを充実させる指導

□ 子どもの発達や学習の状況に応じて、体験したことを写真や具体物を見て思い出すことができるように
したり、対象とする内容の特徴を考えさせる発問をしたりするなど、話す話題を選ぶための支援を工夫する。

ポイント２

振り返りの時間の確実な設定相手に伝わる実感をもたせる指導

ポイント１

ポイント３

Ａ 話すこと・聞くこと

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



【小学校 第３学年 国語】

□ 設問番号２のレポートにまとめる手順については、学習指導要領に示されている
「書くこと」の指導事項「題材の設定、 情報の収集、内容の検討」、「構成の検討」、
「考えの形成、記述」、「推敲」、「共有」の学習過程に沿って、重点化を図りながら指導
することが大切です。
□ 設問番号４の段落のはたらきについては、第４段落が問いのはたらきをしているこ
と、 第５段落がその答えとなる事例を示していることに気付かせることが大切です。

課題の見られた問題 大問二 設問１、２（設問番号３、４）

「段落と段落の関係に気を付けながら読む」場面 【設
問
】

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

設問１ 正答率：全道 66.9% （設問番号３）
設問２ 正答率：全道 55.3% （設問番号４）

めあて「段落と段落の関係に気をつけて読もう」
～ 段落相互の関係に着目しながら、筆者の説明の工夫について読む～

〔思考力・判断力・表現力等〕 C 読むこと

ア 段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉
えること。

オ 文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「川をさかのぼる知恵」（教育出版「３下」）、「すがたをかえる大豆」（光村図書「３下」）

授業アイディア例 ウ 学校図書館などを利用し、辞典や図鑑などから情報を得て、分かったことなどをまとめ
て説明する活動。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① 筆者の説明の工夫について調
べたことを紹介し合うという課題を
設定し、学習の見通しをもつ。

ポイント１

■ 様々な科学的な読み物について、知っていることや
よさなどを出し合い、筆者の説明の工夫について紹介
し合うという学習の見通しをもつことができるようにする。
■ 学校図書館等を利用し、筆者の説明の工夫に着目
しやすい本を教師が選書しておく。

② 文章全体の組み立てに着目し
て、教材文を読む。
③ 「初め」、「中」、「終わり」、それ
ぞれの段落の役割や働き、どのよ
うな事例が挙げられているのかに
着目しながら読む。

④ 筆者の説明の工夫についてまと
め、紹介し合う。
⑤ 様々な科学的な読み物を読み、
感想を友だちに伝える。
⑥ 単元の学習を振り返る。

筆
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■ 教材文を通して、段落相互の関係、事例などの取り
挙げ方など、筆者が文章全体の組み立てを工夫して
いることに気付けるようにする。
■ 教材文から、段落の役割や働き、段落相互の関係、
事例の挙げ方などを読み取るとともに、筆者の説明の
工夫を紹介するときに、 それらがどのように筆者の考
えとつながっているかを紹介することを意識付ける。

■ 筆者の説明の工夫について紹介し合う際には、感じ
たことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気付けるような活動を取り入れる。
■ 段落と段落の関係に気を付けて読むことのよさにつ
いて振り返る場を設ける。

□ 何のために読むのか、読んだことを生かしてどのような活動をするのかを児童と共有する。
□ 教師自身が、実際に言語活動に取り組み、指導事項との関連性を確認する。また、成果物等がある場
合は、単元の導入でモデルとして示すことも考えられる。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科（説明的な文章）における単元の見通しのもたせ方

身に付けたい力（資質・能力）の明確化 単元や題材など内容や時間のまとまりを意識した教材研究

知りたいことや調べたいことを明確にする（問題を見出す）ための支援ポイント２

言語活動を通して、重点とする指導事項を指導する指導計画の工夫

教室環境の工夫

ポイント３ 段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係など
について、叙述を基に捉える力の育成

ポイント２

0

20

40

60

80

100
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全道の平均正答率 ふしぎに思うことや気になるこ
とについて調べ、レポートにま
とめる手順について選ぶ（２）

「問い」のはたらきをして
いる段落を選ぶ（４）

【説
明
文
の
一
部
】（省
略
）

段落３が段落２の「いろいろな動物」を具体的
に説明している段落であることに気付かせるこ
とが大切です。
段落相互の関係に着目し、 書き手の考えがど
のような理由によって説明されているか、どのよ
うな事例によって具体化されているかなど、叙
述を基に正確に捉えさせる指導が必要になり
ます。

ポイント３

段落と段落の関係に気を付けて読む際には、
児童が言語意識を働かせながら段落相互の
関係に着目できるよう、教材の特徴を踏まえ
た適切な言語活動を単元に位置付ける必要
があります。

□ 掲示板など、情報を共有する場を作ったり、関連図書を集めて展示したりする。

□ 単元を通した言語活動と一単位時間の言語活動を有機的に結び付けることで、それぞれの学習活動の
意味をもたせながら、言語活動を通して重点とする指導事項を指導する指導計画を構想する。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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小学校 第４学年 国語

【小学校 第４学年 国語】

重要な語句は
何かを判断しな
がら聞く（６）

□ 設問番号６の必要なことを記録したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいこ
とや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもつことは、目的に応じて必要
な内容を記録するために、重要な語句は何かを判断しながら聞いたり、聞いた後に話
の内容を振り返ったりするよう指導することが大切です。
自分が聞きたいことの中心を明確にして聞くためには、どのような目的で聞くのか、

自分が聞いたことは何かなどをよく確かめて聞くことが重要です。

課題の見られた問題 大問一 設問１、２（設問番号１、２、３）

「説明のまとまりを見付けながら読む」場面

【説
明
文
の
一
部
】（省
略
）

【設
問
】

設問１
正答率：全道 57.1%

（設問番号１）
設問２
正答率：全道 54.0%

（設問番号２）
正答率：全道 44.8%

（設問番号３）

めあて「説明のまとまりを見つけながら読もう。」
～目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約する～

〔思考力・判断力・表現力等〕 C 読むこと

ア 段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉
えること。
ウ 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「ウミガメの命をつなぐ」（教育出版「４下」）、「世界にほこる和紙」（光村図書「４下」）

授業アイディア例 ア 記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引用して、分かったことや考えたことを説
明したり、意見を述べたりする活動。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① 自分が興味をもったことについ
て、中心となる語や文を見付けて
要約し、紹介し合うという課題を設
定し、学習の見通しをもつ。

ポイント１

■ 単元名から学習の内容を確認し、自分が興味をもっ
たことについて要約して紹介し合うという学習の見通し
をもつことができるようにする。
■ 要約について、分量を考えて、元の文章の組み立て
を生かしたり、自分の言葉を用いたりして短くまとめる
ことを確認する。

② 筆者が伝えたいこと（筆者の考
え）は何かを考えながら、段落相
互の関係に着目して、考えとその
理由、事例との関係を捉えて読む。
③ 興味をもったことを中心に、中心

となる語や文を見付けて要約する。

④ 「要約」を取り入れて、教材文を
読んで自分が興味をもったことに
ついて紹介する文章を書く。
⑤ 自分が興味をもったことを紹介
し合い、単元の学習を振り返る。

中
心
と
な
る
語
や
文
を
見
付
け
て
要
約
す
る

■ 教材文から、筆者の考えが、どのような理由や事例
を用いて説明されているのか、正確に捉えることがで
きるようにする。
■ 要約する際には、必要な言葉や文だけを引用するこ
とや、自分の言葉で短く言いかえてもよいことを確認
する。

■ 興味をもったことを紹介し合う際には、何に興味をも
ち、それを分かりやすく要約できているかについて、互
いに交流する活動を取り入れる。
■ 中心となる語や文を見付けて要約することのよさに
ついて振り返る場を設ける。

□ 何のために読むのか、読んだことを生かしてどのような活動をするのかを児童と共有する。
□ 教師自身が、実際に言語活動に取り組み、指導事項との関連性を確認する。また、成果物等がある場
合は、単元の導入でモデルとして示すことも考えられる。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科（説明的な文章）における単元の見通しのもたせ方

身に付けたい力（資質・能力）の明確化 単元や題材など内容や時間のまとまりを意識した教材研究

中心となる語や文を見付けて要約する力の育成ポイント２

視点を明確にした振り返りの工夫

□ 学習して分かったことや次に生かしたいことなど、何について振り返るのかを明確にし、児童が学習の
成果を実感したり新たな課題をもったりできるようにする。

目的を明確にした言語活動の工夫

ポイント３ 児童に学習の成果を自覚させ、新たな課題をもたせる工夫

□ 文章の内容を端的に説明するといった要約する目的を意識して、文章の構造や内容を基に内容の中
心となる語や文を選んで、要約の分量などを考えて要約する活動を意図的・計画的に位置付ける。

ポイント２

全道の平均正答率 段落相互の関係
に着目しながら
読む（１）（２）

目的を意識して中心
となる語や文を見付
けて要約する（３）

ポイント３

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



【小学校 第5学年 国語】
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小学校 第５学年 国語 筆者の伝えたいこと
をまとめる
（９）（10）（11）

全道の平均正答率

事実をもとに、自分
の考えを書く（４）

ローマ字を書く
（５）青森
（６）札幌

□ 設問番号３の円グラフから分かる「事実」について自分の言葉でまとめることはでき
ています。「事実」をもとに、自分はどのように考えるかについては（設問番号４）、国
語科だけでなく、社会や算数など、様々な教科等の学習で取り上げて指導することが
大切です。
□ ローマ字（設問番号５、６）については、高学年においても、日常目にする簡単な単
語について、学校生活の中で、取り上げる機会を設けましょう。

課題の見られた問題 大問三 設問３、４（設問番号９、10、11）

「筆者の伝えたいことについて話し合う」場面

【説
明
文
の
一
部
】（省
略
）

【話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】

【設
問
】

【原
さ
ん
の
ノ
ー
ト
】

設問３ 正答率：全道 29.6%
（設問番号９）

設問４ 正答率：全道 53.5%
（設問番号10）

正答率：全道 53.0%
（設問番号11）

めあて「筆者の伝えたいことをまとめよう。」
～目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けながら読む～

〔思考力・判断力・表現力等〕 C 読むこと

ウ 目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方について
考えたりすること。
オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめること。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「まんがの方法」（教育出版「５下」）、「固有種が教えてくれること」（光村図書「５年」）

授業アイディア例 ア 説明や解説などの文章を比較するなどして読み、分かったことや考えたことを、話し
合ったり文章にまとめたりする活動。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① ○○について調べたことを紹介
し合うという課題を設定し、学習の
見通しをもつ。 ポイント１

■ ○○について、知っていることや疑問点などを出し
合い、自分が興味をもったことについて調べて紹介し
合うという学習の見通しをもつことができるようにする。
■ 調べたいことについて、何を知りたいのか、どのよ
うな情報が必要なのかを明確にできるようにする。

② 教材文から、筆者が伝えたいこ
と（筆者の考え）と必要な情報が
書かれた文章と図表などを結び
付けて読む。
③ 教材文以外の資料から、自分

が調べたい情報を整理する。

④ 自分が調べたいことについて整
理した情報を用いて、紹介の仕方
を考える。
⑤ 調べたことを紹介し合い、単元
の学習を振り返る。

ポイント３

○
○
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
紹
介
し
合
う

■ 教材文を通して、図表を用いることで、筆者が自分
の考えに説得力をもたせていることに気付くことがで
きるようにする。
■ 教材文から、筆者が伝えたいことを読み取るととも
に、自分が調べたいことについて、紹介するときには
図表と結び付けて紹介することを意識付ける。

■ 調べたことを紹介し合う際には、資料として用いた
図表が、紹介した内容のどの部分と結び付いていた
のかについて、互いに評価し合う活動を取り入れる。
■ 図表と結び付けて説明することのよさについて振り
返る場を設ける。

□ 何のために読むのか、読んだことを生かしてどのような活動をするのかを児童と共有する。
□ 教師自身が、実際に言語活動に取り組み、指導事項との関連性を確認する。また、成果物等がある場
合は、単元の導入でモデルとして示すことも考えられる。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科（説明的な文章）における単元の見通しのもたせ方

身に付けたい力（資質・能力）の明確化 単元や題材など内容や時間のまとまりを意識した教材研究

知りたいことや調べたいことを明確にする（問題を見出す）ための支援ポイント２

教材文を通して学んだことを、一人一人の学習活動に生かす場の保障

□ 教材文に出てくる図表の効果について、話し合うとともに、児童が調べたことを紹介する際に図表を用い
るように促す。

教室環境の工夫

ポイント３ 文章と図表などを効果的に結び付けて読む力の育成

□ 掲示板など、情報を共有する場を作ったり、関連図書を集めて展示したりする。

ポイント２

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【小学校 第６学年 国語】

全道の平均正答率

グラフから読み取って、
条件に合わせて書く（３）

目的や意図に応じて、必要な情報
を関係付けて読み取る（６）

□ 設問番号６の条件に合わせて書くは、書く目的や意図を明確にした上で、事実と感
想、意見との関係を十分捉えて書くことが大切です。
□ 設問番号９の主語として適切なものを選ぶは、主語と述語の関係、修飾と被修飾と
の関係について指導することが大切です。

課題の見られた問題 大問一 設問３（設問番号３）

めあて「表現の効果を考えて報告しよう」
～引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように工夫しよう～

〔思考力・判断力・表現力等〕

ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区別して書いた
りするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。

エ 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「自分の考えを発信しよう」（教育出版「６下」）、「大切にしたい言葉」（光村図書「６年」）

授業アイディア例 ア 事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えたことや伝えたいことを書く活動。
（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① 学校生活で気になることを調べ
て、学級の友だちに報告する文
章を書くという課題を設定し、学
習の見通しをもつ。

ポイント１

■ 委員会活動での取組などから、学校生活で気にな
ることについて話し合う場を設け、必要なことを調べて
学級の友達に報告するという学習の計画を立てるよう
にする。
■ 本問をモデルとして示し、報告する文章の大まかな
特徴を捉えることができるようにする。

② 調べて分かったことを整理し、自
分の考えをもつ。

③ 必要な事柄を取捨選択をしなが
ら、自分の考えを明確にする。

④ 報告する文章全体の構成表を
作る。

⑤ 報告する文章を書く。

⑥ 互いに読み合い、単元の学習を
振り返る。

○
○
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と
を
書
く

■ 報告する内容に照らして、必要な情報を得ることが
できたかどうかを確かめるように促し、必要があれば
追加調査を行うようにする。
■ 調査の結果から「分かったこと」を付箋などを用いて
整理しながら、自分の考えを明確にすることができるよ
うにする。
■ 報告する文章の特徴を踏まえて、構成表を作ること
ができるようにする。
■ 事実と考えを区別しながら書いたり、図表やグラフを
用いて書いたりすることができるようにする。

■ 完成した報告する文章を読み合い、本単元で身に
付いた力について振り返ることができるようにする。

□ 児童の「調べてみたい」という思いを大切にするため、身近な生活に題材を求めたり、調べる価値や報告
する必要性が実感できる題材を選んだりすることが考えられる。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科（説明的な文章）における単元の見通しのもたせ方

適切な題材を選択する工夫

自分の考えを明確にする（問題を見出す）ための支援ポイント２

図表やグラフを用いて書く工夫

□ 報告する文章を書く際は、必要に応じて図表やグラフを用いたり、読み手に伝わりやすい記述の仕方を
考え、「調べて分かったこと」と「自分の考え」を区別し、文末表現などに気を付けて書き分けたりすることが
大切である。

必要な事柄を取捨選択する工夫

ポイント３ 文章と図表などを効果的に結び付けて読む力の育成

□ 自分の考えをまとめる際には、事柄の内容を関係付けて考えるようにしたり、選んだ事柄が自分の考えの
理由や事例としてふさわしいか吟味することで、字数制限などの条件に合わせて書くことができる。

ポイント２

主語として適切な
ものを選ぶ（９）

【
グ
ラ
フ
】

「グラフから読み取って、条件に合わせて書く」場面

ポイント３【
設
問

】

設問３ 正答率：全道 43.2%
（設問番号３）

３ 【
防
災
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー

】

（
省
略
）

授業では、読み手に呼び
かけるときに、図表やグラフ
などの資料が、どのような役
割をもっているかについて考
える場を設けることが大切で
す。また、児童が図表やグラ
フを本や文章などから引用
して使う場合は、出典を明示
するよう指導することが大切
です。

設問で問われていることに
ついて、グラフから読み取っ
て書かせる必要があります。

Ｂ 書くこと

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【中学校 第１学年 国語】

全道の平均正答率 具体例を読
み取る（２）

語句の意味を的
確にとらえる（３）

□ 設問番号２の説明的な文章については、論の展開の中心となる部分とそれを支え
る例示などとを読み分けるため、段落ごとに内容を捉えたり、段落相互の関係を正し
く押さえたりしながら、さらに大きな意味のまとまりごとに、文章全体における役割を捉
えさせて指導することが大切です。
□ 設問番号３の文脈の中における語句の意味を捉えるについては、その語句の一
般的な意味を踏まえ、思考力や想像力を働かせて、文脈の中における、具体的、個
別的な意味について考えるよう指導することが大切です。

課題の見られた問題 大問二 設問２、３（設問番号５、６）

「メモを使ってスピーチの構成を考える」場面

【構
想
メ
モ
】と
【ス
ピ
ー
チ
メ
モ
】

【設
問
】

めあて「目的や場面に応じて、日常生活の中から話題を集めて整理し、構成を考えて話そう。」
～全体と部分、事実と意見との関係に注意して話を構成し、話す～

イ 全体と部分、事実と意見との関係に注意して話を構成し、相手の反応を踏まえながら話すこと。
オ 話合いの話題や方向をとらえて的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりして、自分の考えをま
とめること。

◎ 10月以降に指導可能な教材
「アイデアを出して話し合う」（教育出版「伝え合う言葉 中学国語１」）、「話題や方向を捉えて話し合おう」（光村図書「国語１」）

授業アイディア例 イ 日常生活の中の話題について対話や討論などを行うこと。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① ○○についてアイデアを出して
話し合うという課題を設定し、学習
の見通しをもつ。

ポイント１

■ 日常生活の中から課題となっていることをテーマとし
て設定し、解決に向けたアイデアを出して話し合うとい
う学習の見通しをもつことができるようにする。
■ 「話合いデザインシート」を作成し、何について、ど
のような方向で話し合うのかを明確にできるようにする。

② 課題の解決に向けて、自分が伝
えたいことを事実と意見との関係
に注意して整理する。
③ 課題の解決に向けて「話合いデ

ザインシート」に沿って、話し合う。

④ 「話合いデザインシート」を基に
話合いについて振り返る。
⑤ 話合いを踏まえ、自分の意見が
どのように変わったり、まとまった
りしたか振り返る。

○
○
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
話
し
合
う

■ 自分の伝えたい意見を述べるのにどのような事実を
根拠として取り上げればよいのか、聞き手を意識しな
がら考えられるようにする。
■ 「話合いデザインシート」を基に、話合いの進行状況
や深まり具合などを確認し、必要に応じて話合いの仕
方を修正する場を設定する。

■ 話合いを振り返る際には、話合いの目的を理解して
何について、どのような方向で話し合っていたか、話
合いの仕方を見直すことができるようにする。
■ 自分の考えが変容していく過程をノートに記述させ、
単元を通して学んだことを振り返る場を設定する。

□ 話し合う目的や学習と日常生活、社会生活との関連を明確に示し、生徒に課題意識をもたせる。
□ 単元を通して設定した言語活動と毎時間の学習がつながるよう単元をデザインし、目指すゴールまでの学
習過程を生徒と共有する。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科（話すこと・聞くこと）における単元の見通しのもたせ方

身に付けさせたい力（資質・能力）の明確化 単元のゴールを見据えた課題解決の学習過程の構築

話合いの仕方を意識させる手立ての工夫ポイント２

□ １単位時間の時間配分を工夫し、生徒が自分の学びを振り返る時間を確保する。振り返りの場面では、
何が分かったのか、何ができるようになったのかを具体的に記述するよう促す。

自分の学びを振り返る時間の確保

話合いの可視化

ポイント３ 単元を通して学んだことを自覚するための振り返り

□ 「話合いデザインシート」を活用することで、話合いの全体をイメージしやすくなり、生徒が話合いの流れ
を意識しながら話し合えるようにする。また、「話合いデザインシート」に基づいて、話合いの仕方を見直す
ことで、振り返る場面でも活用することができる。

ポイント２

メモを使ってスピーチの
構成を考える（５）（６）

設問２ 正答率：全道 60.2%
（設問番号５）

設問３ 正答率：全道 67.1%
（設問番号６）

ポイント３

振り返る活動の充実

※ 「話合いデザインシート」については、「平成31年度（令和元年度）全国
学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」を参照

（
省
略
）

Ａ 話すこと・聞くこと

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【中学校 第２学年 国語】

文章全体と部分との
関係を読み取る（３）

指示されている内
容を読み取る（４）

□ 設問番号３の文章全体と部分との関係を読み取るについては、文章中に示されて
いる具体的な例が書き手の論の展開の中で果たしている役割を考えさせるなど、例
示の効果について指導することが大切です。
□ 設問番号４の指示されている内容を読み取るについては、各段落が文章全体の中
で果たす役割について捉え、叙述の順序が書き手の考えにどのような説得力をもたら
しているかなどを考えながら読むよう指導することが大切です。

課題の見られた問題 大問一 設問２、３（設問番号３、４）

文章全体と部分との関係に気を付けて読む

【文
章
】

【設
問
】

めあて「文章全体と部分との関係に気を付けて文章を読もう」
～各段落が文章全体の中で果たす役割を捉えながら読む～

C 読むこと

イ 文章全体と部分との関係、例示や描写の効果、登場人物の言動の意味などを考え、内容の理解に役立
てること。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「学ぶ力」（教育出版「中学国語２」）、
「君は『最後の晩餐』を知っているか」（光村図書「国語２」）

授業アイディア例 イ 説明や評論などの文章を読み、内容や表現の仕方について自分の考えを述べること
（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① 筆者のものの見方や考え方に
ついて、自分の知識や体験と関連
付けて考えをまとめるという課題を

設定し、学習の見通しをもつ。

■ 目的に応じて文章の内容を読み取ることができるよ
う、単元の冒頭で学習の見通しをもたせる。
■ 生徒がこれまでに身に付けた知識や様々な体験と
を関連付けるなど、具体的なものに基づいて考えを形
成できるような学習計画を設定する。

② 全文通読し、文章の構成や展開
に注意しながら概要を捉える。

③ 論理の展開の仕方や例示され
ている事例等に着目しながら、筆

者の考えを読み取る。

④ 筆者のものの見方や考え方に
対して、自分の考えをまとめる。

⑤ まとめたものを交流する。
⑥ 単元の学習を振り返る。

ポイント３

知
識
や
体
験
と
関
連
付
け
て
考
え
を
ま
と
め
よ
う

■ 各段落が文章全体の中で果たす役割について考え
ながら読むことができるようにする。
■ 主張と例示の関係を捉えるとともに、論の展開がど
のような説得力や効果をもたらしているかなど、自分
の考えを明確にしながら読ませるようにする。

■ 文章について理解したことや考えたことを、関連する
知識や経験と結び付けるなど、具体的なものに基づい
て考えをまとめさせる。
■ 考えが多様なものになることから、まとめたものを交
流する場を設ける。

□ 相手意識や目的意識を明確にした言語活動や社会生活と関連を図った言語活動を設定する。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

育成を目指す資質・能力を明確にした言語活動の設定

育成を目指す資質・能力の明確化 単元や題材など内容や時間のまとまりを意識した教材研究

目的に応じて文章の内容を読み取る力の育成ポイント２

考えを広げたり深めたりする題材の設定

□ 自分の考えを広げたり深めたりするために、文章を読んで理解したことや考えたことを、関連する知識や
経験と結び付けることができる題材を設定する。
□ 文章を読んで自分の考えをもつために、文章の構成や論理の展開、表現の効果等について、複数の文
章を比較しながら読むなど、単元の学習活動を工夫するとともに、日常の読書活動との関連を図る。

読む観点の明示

ポイント３ 「考えの形成」の重視

□ 文章の内容を的確に読み取るため、文章の構成や展開を捉えて内容を理解できるよう指導する。
□ 筆者が挙げる事例の適切さや事例が主張とどのように結び付いているかなど、文章の構成や表現の特
徴などについて着目するよう指導する。

（
省
略
）

ポイント１

ポイント２

複数の文章の比較
設問２ 正答率：全道 47.9%

（設問番号３）
設問３ 正答率：全道 36.5%

（設問番号４）

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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中学校 第３学年 国語

【中学校 第３学年 国語】

全道の平均正答率

文章の内容理解（２）（３） 演説（話し方）の特徴（５）

□ 設問番号３の登場人物の言動の意味については、登場人物の言葉や行動が、話の
展開や作品全体に表れたものの見方などにどのようにかかわっているかを考えること
が、文章の理解を深めることになります。文章全体への理解を深めるためには、場面
や登場人物の設定について考えさせることも効果的です。
□ 設問番号５の表現の仕方を評価することについては、話の論理的な構成や展開な
どの面だけでなく、語句や文の使い方、声の出し方や言葉遣い、資料や機器の活用
の仕方などにも目を向けさせるようにしましょう。

課題の見られた問題 大問一 設問２、３（設問番号２、３）

「表現の仕方や特徴に注意して、内容を正確に読む」場面
【
文
学
的
文
章
の
一
部
】

【設
問
】

めあて「表現の仕方や特徴に注意して、内容を正確に読もう。」
～作品批評会を開く～

C 読むこと

イ 文章の論理の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解に役立てること。

◎ 10月以降に指導可能な教材：「故郷」（教育出版「伝え合う言葉 中学国語３」）、（光村図書「国語３」）

授業アイディア例 ア 物語や小説を読んで批評する言語活動。（言語活動例）

学習過程

第
一
次

第
二
次

第
三
次

〔主な学習活動〕 〔指導上の留意点〕

① ○○の作品（教科書教材を含
む）について、批評会を開くという
課題を設定し、学習の見通しをも
つ。

ポイント１

■ これまでに取り上げた文学的作品について、教師が
作成した批評文（モデル）を紹介し、「批評」することに
ついて共通理解を図る。
■ モデルの批評文を参考に、批評する際の視点につ
いて、明確にできるようにする。

② 教材文について、場面や登場人
物の設定に着目して読み取る。
（「人物ファイル」の作成）。

③ 批評する際の視点に沿って、自
分なりの考えを整理する。
④ 教材文以外の〇〇の作品を並

行して読み進める。

⑤ ○○の作品の中から、興味を
もった作品を選び、批評文を書く。
⑥ 同一作品を選んで生徒でグ
ループになり、批評会を開く。
⑦ 学級全体で〇〇の作品につい
て批評し合ったことを交流し、単元
の学習を振り返る。

ポイント３

○
○
の
作
品
に
つ
い
て
批
評
会
を
開
く

■ 「人物ファイル」には、①名前、②外見の特徴、③主
人公との関係、④エピソード、⑤物語上の役割などに
ついてまとめるように促す。
■ 場面や登場人物の設定の仕方を捉え、内容の理解
につながるような視点を設定する。
■ 同じ作者による複数の作品を読み比べることができ
るよう、本を用意する。

■ ③の学習活動を生かし、視点に沿って批評文を書く
ように働きかける。
■ 生徒一人一人が自分の考えを述べたり、友だちの
考えと比較したりできるよう、グループの人数に配慮す
る。

□ 教師自身が、実際に言語活動に取り組み、指導事項との関連性を確認する。また、成果物等がある場
合は、単元の導入でモデルとして示すようにする。

ポイント１

〔授業改善の方向性〕

国語科（文学的な文章）における単元の見通しのもたせ方

身に付けたい力（資質・能力）の明確化 単元や題材など内容や時間のまとまりを意識した教材研究

場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、内容の理解につながるような視点の設定ポイント２

並行読書

□ 物語や小説を適切に批評する力を高めるために、同じ作者による複数の作品や類似したテーマの作品
を読み比べることが効果的である。

批評の視点と批判的な読み

ポイント３ 作品を分析する力の育成

□ 批評の視点として、例えば、「人物の生き方や描かれた方」「語り手の思いや考え」「構成や展開」「表現
の効果」などを設定する。
□ 作品を批判的に読むために、登場人物の考え方に共感や納得がきるかについて、自分の知識や経験、
考えと比べてみるように促す。

ポイント２

設問２ 正答率
全道 65.7%
（設問番号２）
設問３ 正答率
全道 47.0%
（設問番号３）

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



【小学校 第１学年 算数】

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・「□本まで」と「□本目」との違いが理解できていない。
・「右から」と「左から」を勘違いするなど、問題場面を正確に捉えられてい
ない。

〇 授業改善アイディア例

・次のように、「め」がついているときと、ついていないときをそれぞれ数え
させ、その違いに気付かせることにより、表している対象が違っていること
を確実に理解させることが大切です。

・集合数や順序数について、日常生活の様々な場面を取り上げて考えさせたり、
実際に体を動かして場面を確実に理解できるようなロールプレイを位置付け
たりすることが大切です。
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課題の見られた問題

正答率の高い問題

ひだりから３さつめの
ほんをもってきて

ひだりから３さつ
ほんをもってきて

まえから３にんまでのることができます。

ひだり

ひだり

みぎ

みぎ

まえ うしろ

あ いう えおか

あ いう えおか

Ａ 数と計算 Ａ(1) 数の構成と表し方

〔知識及び技能〕
(イ) 個数や順番を正しく数えたり表したりすること。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



・次のように、およその見当を付ける場面を位置付け、重なりをどのように処
理するかを図と関連付けて考えさせるようにすることが大切です。

①２つのテープがかさならないようにつなげると、長さはどうなりますか。

【小学校 第２学年 算数】

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

・およその見当を付けて問題解決ができていない。
・重なりを的確に処理し量の大きさを表現できていない。

〇 授業改善アイディア例

（確認問題例）
長さ４㎝のテープ２まいをかさ

ねると全体の長さが７㎝になりま
した。かさねた長さは何㎝ですか。かんがえかたもせつめいしましょう。

（式） 12㎝５㎜＋６㎝＝18㎝５㎜ （答え）18㎝５㎜

12㎝５㎜ ６㎝

18㎝５㎜

７㎝

□㎝

二つのテープをかさねて合わせると、（１）とくらべて
長さはどうなるでしょう？

かさなりがあるとみじかくなりそうだかさなっている長さをひくといいね

課題の見られた問題

正答率の高い問題

②もんだいのようにテープをかさねると、長さはどうなりますか。
12㎝５㎜

１㎝

６㎝ １㎝

〇 考えられる要因

（式） 18㎝５㎜－１㎝＝17㎝５㎜ （答え）17㎝５㎜

Ｃ(1) 長さやかさの単位と測定

〔思考力、判断力、表現力等〕
(ア) 身の回りのものの特徴に着目し、目的に応じた単位で量の大きさを的確に表現したり、比べたりすること。

C 測定

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【小学校 第３学年 算数】

正答率の高い問題

課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・与えられた情報を整理して考えることができていない。
・集合時刻や到着時刻、経過時間等の情報を関連付けて、時刻表から条件に
あてはまる時刻を選び出すことができていない。

〇 授業改善アイディア例

・問題文をよく読み、条件を確認するなどして、問題文から分かることを整理
することが大切です。

・次のように、条件に当てはまらない時刻を除外したり、当てはまる時刻を取
り出したりして、筋道を立てて考えることが大切です。

・指導学年や児童の学習状況に応じて条件や素材、場面を変えた問題を扱い、
筋道を立てて考える場面を設けることが大切です。

・集合時刻や到着時刻、経過時間を変える。
・集合時刻や到着時刻を求める問題を出題する。 など

（問題）
このバス停には、午前９時４０分に集合

します。港博物館までは、バスで２０分か
かります。午前１０時２０分までに、港博
物館に着くためには、午前何時何分に発車
する予定のバスに乗ればよいですか。その
時刻をすべて書きましょう。

大事なことは、次の３つだと考
えました。
・バス停に午前９時４０分に集合
・港博物館までは、バスで２０分
・午前１０時２０分までに、港博
物館に到着

集合時間の９時４０分前の
バスには乗れないよ。（ア）

１０時１０分よりあとのバス
だと間に合わないよ。（イ）

Ｃ(2) 時刻と時間

〔思考力、判断力、表現力等〕
(ア) 時間の単位に着目し、時刻や時間の求め方について考察し、日常生活に生かすこと。

C 測定

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



【小学校 第４学年 算数】

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・折れ線グラフの特徴を理解し、折れ線グラフを使う理由を記述することができていない。
・目的に応じてデータの特徴や傾向に着目し、問題を解決することができていない。

〇 授業改善アイディア例
・次のように、２つの折れ線グラフを提示し、２つの学校の貸出冊数の変化を

比較する場面を位置付けるなどして、線の傾きや縦軸目盛りに着目できるよ
うにすることが大切です。

・２つの学校の貸出冊数の変化を１つのグラフ用紙に表し、それぞれの線の傾
きの大小に着目することで、変化の大きさを読み取ることができるようにす
ることが大切です。

（学習のまとめ）
２つの折れ線グラフの変化の様子を比べるため

には、たてじくのめもりを確認して、めおりをそ
ろえたり、線のかたむきを比べたりするとよい。
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課題の見られた問題

正答率の高い問題

２つの折れ線グラフは、たてじ
くのめもりが違うよ。

Ａ小学校の方がＢ小学校よりも増え方が大きいね。

Ａ小学校 Ｂ小学校

【グラフを見て気付いたこと】

Ｂ小学校の方が増え方が急
だね。

２つのグラフを比べるには、ど
うしたらよいのだろう。

【１つのグラフにして分かったこと】

めもりをそろえれば、線のかたむきで比べられるね。

〇 考えられる要因

〇 授業改善アイディア例

Ｄ(1) データの分類整理

〔思考力、判断力、表現力等〕
(ア) 目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、問題を解決するために適切なグ
ラフを選択して判断し、その結論について考察すること。

Ｄ データの活用

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



【小学校 第5学年 算数】
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全道の平均正答率 正答率の高い問題

課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・問題解決に必要な数量に着目できていない。
・「一あた」「一あた半」「身長」の数量関係を捉えられていない。
・小数倍したときのおおよその値を見積もることができていない。
・問題解決に向け、「身長」から「一あた」の長さを求め、さらに、「一あた
半」の長さを求めるという二つの段階を見通すことができていない。

〇 授業改善アイディア例

・次のように、間違った考え方の図を示して図の誤りを指摘させる場面を位置
付けるなど、1.5倍の意味を図と関連付けて理解できるようにすることが大切
です。

（間違った考え方の図） （正しい考え方の図）

・倍の見方を別の場面に当てはめ、図を基に、立てた式の根拠を説明できるよ
うにすることが大切です。

（別の場面例）「寸（すん）」は、昔から使われている長さの単位で、約
３cm です。持ちやすい湯飲みの直径は 「二寸半」とされています。二寸
半は、一寸を 2.5 倍した長さです。これは、約何 cm になりますか。

Ａ 数と計算 Ａ(3) 小数の乗法、除法

〔思考力、判断力、表現力等〕
(ア) 乗法及び除法の意味に着目し、乗数や序数が小数である場合まで数の範囲を広げて乗法及び除法の意
味を捉え直すとともに、それらの計算の仕方を考えたり、それらを日常生活に生かしたりすること。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



えいたさんは、 な図形の学習をふり返っています。

次の問題に答えましょう。

（２）下の図形は な図形ですが、えいたさんは、この図形

の の中心が見つけられず、こまっています。

の中心を見つける方法とその方法で見つけられるわけ

を説明しましょう。
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【小学校 第６学年 算数】

正答率の高い問題

課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

さくらさんは、ひし形の１辺の長さを ｃｍ、周りの長さ
を ｃｍとして、 と の関係を式に表そうとしています。
次の問題に答えましょう。

（１）さくらさんは、まず、１辺の長さとひし形の周りの長さの
数量の関係を調べようと考え、下のような表をつくりました。
表のあいているところに数をかきましょう。

(すべてできて正解)

〇 考えられる要因

・１つの点のまわりに180°回転させたとき､もとの図形にぴったり重なる図形
を、点対称な図形といい、この点を対称の中心ということを理解していない。

・「点対称な図形では、対応する２つの点を結ぶ直線は、対称の中心を通る」
ということを理解していない。

〇 授業改善アイディア例

・既習の図形を対称性の観点から捉え直す活動を通して、図形の性質の違いや
構成の仕方などの考察を深めることが大切です。

・実際に作図する活動を通して図形を構成する要素に着目し、図形の性質を見
いだせるようにするとともに、図形の性質について気付いたことを説明させ
る場面を位置付けることが大切です。

対
たい

称
しょう

 

対
たい

称
しょう

 

点
てん

対
たい

称
しょう

 

対
たい

称
しょう

 

１辺の長さ(ｃｍ) １ ２ ３ ４

周りの長さ(ｃｍ)

これらの図形の中で、１つの点のまわりに180°回転させた
とき、もとの図形にびったり重なる図形を探しましょう。

平行四辺形はもとの図形にぴったり重なるから点対称な図形といえ
るけれど、台形はもとの図形にぴったり重ならないから点対称な図形
とはいえません。

平行四辺形の対応する２つの点を結ぶ直線を引いて、気付いたこと
を説明しましょう。

直線は２本引くことができました。対応する点を結んだ２本の直線
はそれぞれ対称の中心を通ります。だから、２本の直線が交わった点
Ｏは、対称の中心といえます。

点Ｏ

Ｂ(1) 縮図や拡大図、対称な図形

〔思考力、判断力、表現力等〕
(ア) 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成の仕方を考察したり図形の性質を見いだしたりする
とともに、その性質を基に既習の図形を捉え直したり日常生活に生かしたりすること。

Ｂ 図形

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【中学校 第１学年 数学】

正答率の高い問題 課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

〇 授業改善アイディア例

・文字式に条件を満たす値を見通しをもって代入し、式の大小関係を調べた
り、判断したことを確かめたりできるようにすることが大切です。

・次のように、間違った考え方の例を示してその誤りを指摘させる場面を位置
付けるなど、負の数を代入して式の値を求める際に、正しく処理できるよう
にすることが大切です。

・問題解決に必要な、式 a－ b× c を、 a +（－ b× c ）として加法と見たとき、
式の値を最も小さくするには、𝑎と（－ b× c ）がどちらも負の数になるこ
とを見通し、値を代入して調べたり確かめたりすることができていない。

・式の値を求める際に、負の数を代入する場合について、正しく処理すること
ができていない。

n が負の整数のとき、最も大きな数になる式を、下のアからエまでの中
から１つ選びなさい。

ア ３+ n イ ３× n ウ ３－ n エ ３÷ n

𝑥 = −３のとき、式が５－２𝑥の値を右のように計
算しましたが、間違っています。
どこが間違っているか説明し、正しく計算しなさい。

式 a － b × c について考えます。この式の
a、b、c は、－５、４、６のいずれかの数であ
り、 a、b、c が同じ数になることはありません。

a － b × c の計算の結果が最も小さくなると
き、－５となる文字は、 a、b、c のうち、どれ
ですか。
－５となる文字を選び、選んだ理由を書きな

さい。

（３）下の図は数直線の一部です。点Ａが表す数を
書きなさい。

６

n は負の整数だから、 n に－１を代入して確かめてみよう。
－５を代入しても同じ結果になるのかな？

𝑥に－３を代入してたので、正しいように見
えるけど、どこが間違えているのかな？

－２𝑥は－２ × 𝑥のことだから、代入すると５－２×（－３）にな
ると思うよ。本当は乗法なのに、加法で計算しているね。

１

Ａ 数と式

〔数学的な見方や考え方〕
(2) エ 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し、式を用いて表したり読み取った

りすること。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【中学校 第２学年 数学】

正答率の高い問題
課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・式を２×（ ）の形にするという見通しをもつことができていない。
・２×（ ）のかっこの中が整数でなければならない理由を理解していない。
・「２ｍ＋２ｎ」や「２（ｍ＋ｎ）」の式の意味のちがいを事象に即して解釈で
きていない。

〇 授業改善アイディア例

・説明を書く前に、「説明したいことは何か」「説明したいことを示す式はど
のような形か」など、説明の目的を明確にし、見通しをもつ学習活動を位置
付けて指導することが大切です。

・一旦解決された問題の解決過程を振り返り、問題の条件や仮定を見直したり、

共通する性質を見いだしたり、概念を一般化したり拡張したりするなど統合
的・発展的に考察する場面を設定することが大切です。

m、nを整数とすると、
２つの偶数は、２m、２nと表される。
このとき、それらの和は、
２m+２n＝２(m+n)

m+nは整数だから、２(m+n)は偶数である。
したがって、２つの偶数の和は偶数である。

式を２×（ ）の形に変形する
と偶数になることを示せるね。

計算の結果が偶数になる
ことを説明したいな。

これまでの学習内容と関連付けると、他にもいろいろなことを式で示す
ことができます。

説明したいこと 説明したいことを示す式の形の例
奇数になること ２×（ ）＋１
５の倍数になること ５×（ ）
３で割ると２余る数になること ３×（ ）＋２

偶数の数が増えたとき
の式の形がどうなるかを
考えてみよう。

奇数だったらどうなる
か考えてみたいな。

２つの偶数の和が偶数になることは、下
のように説明できました。偶数が３つ以上
でも、同じことがいえるでしょうか。

偶数がいくら増えても、
式は２×（ ）になり
そうだね。

Ａ 数と式

〔数学的な見方や考え方〕
(1) イ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例
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【中学校 第３学年 数学】

正答率の高い問題

課題の見られた問題

〇 課題の見られた問題

〇 正答率の高い問題

〇 考えられる要因

・問題解決に必要な数量に着目し、それを文字を用いた式に表すことでき
ていない。

・乗法公式や因数分解の公式のもつ意味を理解し、式を効率よく処理すること
ができていない。

・最後の式を「２n＋１」として、目的に応じた「もとの２つの整数の和」の
式に変形するという見通しをもつことができていない。

〇 授業改善アイディア例

・次のように、証明や説明をする場合、単に証明や説明を書けることだけでな
く、その内容を、簡潔・明瞭・的確に表現し相手に分かりやすく伝える活動
を行うことが大切です。

・式を変形して導き出された式を振り返り、説明したかったこととは別の意味
を読み取るなど、証明を読んで新たな性質を見いだすことが大切です。

８の説明
（略）
大きい方の数の２乗から小さい方の数の
２乗をひくと、

( n＋１ )２－n２

＝( n２＋２n＋１ )－n２

＝２n＋１
＝n＋( n＋１ )

となる。
したがって、大きい方の数の２乗から

小さい方の数の２乗をひいた数は、もと
の２つの整数の和になる。

大きい方の数の２乗は、
（n＋１）２ と表すことがで
きるね。そうなると式は
（n＋１）２ － n

２ かな。

「もとの２つの整数の
和」になることを説明す
る に は 、 n ＋ １ と n

の和になるように式を変
形するといいのかな。

式を計算すると、途中で
２n＋１となります。この式に
は、「もとの２つの整数の和」
という意味以外に、どのような
意味がありますか。

奇数という意味があります。

大きい方の数の２乗から小さ
い方の数の２乗をひくと、必ず
奇数になるということもいえる
ということですね。

Ａ 数と式

〔数学的な見方や考え方〕
(2) ウ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明すること。

「１学期末問題」の結果を踏まえた授業アイディア例



２ 「２学期末問題」集計結果

【C 読むこと】
設問番号７については、物語の登場人物につ
いて、だれが、何をしたのか、どのような表
情・口調・様子だったのかなどを具体的にイ
メージしたり、行動の理由を想像したりできる
よう指導することが大切です。

※グラフは、設問ごとの全道の平均正答率を表しています。
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大問２(1)

【B 書くこと】
設問番号３については、経験したことなどか
ら書くことを見付け、必要な事柄を集める過程
に重点を置いて指導することが大切です。その
際、身近なことを表す語句について、「言葉の
働き」の指導との関連を図りましょう。

【C 読むこと】
設問番号５については、段落相互の関係に着
目しながら、書き手の考えがどのような理由に
よって説明されているのか、どのような事例に
よって具体化されているのかなどを、叙述を基
に正確に捉えるよう指導することが大切です。

大問１(2)➀
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【Ａ 数と計算】
設問番号10については、式に表される場面を
探して言葉や絵、図を用いて表したり、実生活
で探した数量について式に表したりする学習活
動を取り入れて、式と具体的な場面とを結び付
けることができるよう指導することが大切です。

【Ａ 数と計算】
設問番号11については、百の位の数字が同じ
とき、十の位の数字に着目して数の大小を判断
するなどの学習活動を取り入れて、数の大小比
較においてどの位の数字に着目すればよいかを
判断できるよう指導することが大切です。

【Ｂ 図形】
設問番号10については、身の回りのものを図
形を構成する要素に着目して捉える学習活動を
取り入れて、図形のもつ性質が日常生活でどの
ように役立てられているかを考察できるよう指
導することが大切です。

大問５
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大問５

大問５



【B 書くこと】
設問番号６については、行事の案内やお礼の
文章などの実用的な文章としての手紙を書く場
面を意図的、計画的に設け、相手や目的を意識
して、集めた材料を整理し、伝えたいことを明
確にできるよう指導することが大切です。

※グラフは、設問ごとの全道の平均正答率を表しています。
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【A 話すこと・聞くこと】
設問番号３については、インタビューなどを
する際に、自分がどのような情報を相手から引
き出そうとしているのかなど、自分が聞こうと
する意図を明確にして聞くことができるよう指
導することが大切です。

大問１(3)
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【Ａ 数と計算】
設問番号10については、「どのような概数で
計算したのか」など、判断したことの根拠を過
不足なく挙げて説明する学習活動を取り入れて、
目的に応じた見積もりができるよう指導するこ
とが大切です。

【Ｄ データの活用】
設問番号７については、測定値を使う方法と
基準値を設定する方法を、グラフや式などを用
いて解釈したり、説明したりする学習活動を取
り入れて、平均を工夫して求めるよさを実感で
きるよう指導することが大切です。

大問３(3)

大問４



【C 読むこと】
設問番号４については、言葉を手掛かりにし
ながら文脈をたどり、文章の中の時間的、空間
的な場面の展開、登場人物の心情や行動、情景
描写などに注意して読むことができるよう指導
することが大切です。

※グラフは、設問ごとの全道の平均正答率を表しています。
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大問１(4)
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【B 書くこと】
設問番号３については、記録文や報告文を書
く学習をする際に、伝えたい事実や事柄を文章
全体のどこに位置付けることが適切であるかを
考えながら書くよう指導することが大切です。

大問２(2)
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【Ａ 数と式】
設問番号15については、数量の関係を表す式
を事象に即して解釈する学習活動や、数量の関
係を式に表し、その式を事象に即して説明する
学習活動を取り入れて、事象を数学的に考察す
ることができるよう指導することが大切です。

【Ｃ 関数】
設問番号７については、実際に行った解決の
過程を振り返り、問題解決に「用いるもの」と
「用い方」の両方を説明する学習活動を取り入
れて、問題解決の方法を的確に説明できるよう
指導することが大切です。

大問９(2)

大問６(2)

「２学期末問題」集計結果
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事 業 名 概   要 

ほ
っ
か
い
ど
う
学
力
向
上
推
進
事
業 

検証改善 
サイクルの確立 

○ 全国学力・学習状況調査結果の分析、北海道版結果報告書の作成 
○ 「組織力強化会議」の開催 

・各市町村の校長会代表者、各小・中学校等の教諭を対象に、全国学力・学習状況調査結
果の分析・活用方法や、学校マネジメントに関する理解を深めるための研修会を開催 

・14 管内、16 会場 年２回実施[H31(R1)：14 管内 18 会場]  
○ ほっかいどうチャレンジテスト（年間６回配信） 

【北海道教育委員会ウェブサイト】 
「ほっかいどうチャレンジテストに取り組んで見ましょう」 
 
「ほっかいどうチャレンジテストの結果を活用した授業改善アイデア例」      
 
 
 

小中一貫教育 
支援 

○ 義務教育学校や小中一貫型小学校・中学校の設置を目指す市町村・学校への支援 
・９管内、10 地域、22 校[H31(R1)：9 管内 13 地域 30 校] 
・カリキュラム編成のための全道研修会を開催 

【北海道教育委員会ウェブサイト】 
「北海道の小中一貫教育」  

 

学力・生活習慣
の改善 

○ 「子どもの学力・生活習慣改善研修会」の開催 
・管内ＰＴＡ連合会との共催等により、保護者、地域住民、学校、教育委員会が共通理解

を深め、地域が一体となった取組を進めるための研修会を開催 
・14 管内、16 会場で実施予定[H31(R1)：14 管内 14 会場]  

【北海道教育委員会ウェブサイト】 
「時間の目安を決めて子どもの生活リズムを整える！」リーフレット  

 

学校力向上に関する 
総合実践事業 

○ 管理職のリーダーシップの下で包括的な学校改善の推進 
○ 将来のスクールリーダーを継続的に育成する新たな仕組みの構築 
  ・学校指定 47 校 地域指定 15 地域 

・[H31(R1):実践指定校 67 校（14 管内で実施、連携校 38 校）] 

e ラーニング 

○ 公立千歳科学技術大学との連携により提供しているｅラーニングシステムの普及 
・利用校 441 校 [H31(R1):87 校]  

【北海道教育委員会ウェブサイト】 
「ｅラーニングシステムを活用してみませんか」 

 
「ｅラーニングシステムの効果的な活用事例について」 
 

子ども未来塾 
○ 地域住民の協力により学習が遅れがちな児童生徒への学習支援 
 ・73 市町村（小 200 校、中 79 校、義務２校）で実施予定 
  [H31(R1)：78 市町村（小 169 校、中 82 校、義務２校）] 
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事 業 名 概   要 

地域学校協働本部事業 
○ 地域住民等の参画により、学校の教育活動を支援する仕組み（本部）をつくり、様々な

学校支援活動の実施     
・142 市町村 [H31(R1)：99 市町村] 

どさんこ 
アウトメディア 
プロジェクト 

○ ネット利用も含めた望ましい生活習慣の定着 
  ・「ノーゲームデー」を設定・推進 
 ・「早寝早起き朝ごはん」フォーラム事業を実施 

教職員定数加配 
（指導方法工夫改善 
加配） 

○ 全国学力・学習状況調査等の各種調査で明らかとなった課題などに対応するため、教育
課程や指導方法・指導体制の改善に積極的に取り組み、優れた成果を上げることが期待さ
れる学校に加配措置 

 ・加配校 656 校、896 名 [H31(R1)：656 校、920 名] 

授業改善推進チーム 
活用事業 
（指導方法工夫改善 
加配の再掲） 

○ 指定校に１名配置した授業改善推進教員が２～３名のチームを組み、１週間単位で同一
の学校に勤務し全学級でティーム・ティーチングを行い、学校全体の授業改善の推進 

 ・授業改善推進教員 82 名（38 市町、32 チーム 82 校） 
[H31(R1)：69 名（30 市町、26 チーム、69 校）] 

【北海道教育委員会ウェブサイト】 
「平成 30 年度授業改善推進チーム実践事例集」 
 
「令和元年度授業改善推進チーム実践事例集」 

 
退職教員等外部人材 
活用事業 

○ 学力向上非常勤講師の配置 227 名 [H31(R1)：207 名] 
○ 小学校外国語活動における社会人等外部人材の配置 66 名 [H31(R1):80 名] 

北海道学力向上 
Web システム 

○ Web サイトを活用し「ほっかいどうチャレンジテスト」の配信、採点結果の分析集計を
行うシステムの運用（年間６回配信） 
・平成 24 年９月から運用を開始 

 ・各学校の平均正答率が表示され、全道・管内での比較が可能 
 ・正答率が低い問題には、補充的な指導のための「サポート問題」を配信 
○ 市町村教委や学校で学力調査の主要データを分析できる「分析ツール北海道版」の配信 

事務職員加配 
（新たなミッション） 

○ 教員の子どもと向き合う時間の確保や、学校間の連携、地域・保護者との連携の充実を
図るため、複数の事務職員がチームとなって業務を担う学校に加配措置 

 ・加配校 73 校、73 名 [H31(R1)：加配校 72 校、72 名] 
指導主事の学校訪問に
よる学校教育指導 

○ 複数回の実施 
 ・概ね１校３回程度実施予定 

公立小中学校教職員 
広域人事 

○ 平均年齢の高い管内と平均年齢の低い地域を有する管内との間で教職員の広域人事（原
則３年間勤務）の実施  
・22 名（うち離島交流人事 10 名） [H31(R1)：15 名（うち離島交流人事 7 名）] 

子どもと向き合う 
時間の確保 

○ 北海道共同利用型校務支援システムの全道への普及 
 ・全道共通のシステムを導入することにより、校務の標準化を推進するとともに、教員

の業務負担の軽減を実現し、生み出された時間を教材研究や子どもと向き合う時間に
あて、教育の質の向上を図る 

・76 自治体、483 校 ［H31(R1)：63 自治体、444 校] 

コミュニティ・ 
スクール 

○ 「学校運営協議会」を設置し、保護者や地域住民の参画により地域とともにある学校づ
くりの推進 

  ［H31(R1)：小 415 校、中 245 校、義務 6 校］ 
 ・コミュニティ・スクールの導入促進や取組の充実に向けた協議会を開催 

（全道 14 管内で実施予定） [H31(R1)：14 会場] 

北海道学力・体力向上 
推進協議会 

○ 本道の児童生徒の学力や生活習慣等について、道内の市町村教育委員会や校長会、 
ＰＴＡ、社会教育関係者等と北海道教育庁職員との意見交換及び協議 
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